
韓
国
民
団
中
央
本
部
の
創
団
７０
周
年
記
念
式
典
と
祝
賀
会
が
２１
日
、
東
京
都
内
の
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
、
全
国
の
民
団
幹
部
や
傘
下
団
体
、
韓
日

両
国
の
国
会
議
員
ら
来
賓
な
ど
、
約
１
０
０
０
人
が
参
席
し
た
。
第
１
部
の
式
典
で
は
民
団
の
歴
史
を
振
り
返
る
映
像
、
各
界
か
ら
の
祝
辞
の
後

に
、「
創
団
７０
周
年
未
来
創
造
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
発
表
。
居
住
す
る
日
本
の
地
域
社
会
発
展
に
参
与
し
、
韓
日
友
好
の
懸
け
橋
を
強
化
す
る
と
と

も
に
、
在
日
同
胞
の
総
結
集
を
実
現
す
る
と
高
ら
か
に
宣
言
し
た
。

（
２
面
に
関
連
記
事
、
３
面
に
写
真
特
集
、
４
面
に
参
加
者
の
声
）

冒
頭
の
映
像
「
民
団
は
同

胞
と
と
も
に
、
大
韓
民
国
と

と
も
に
」
で
参
席
者
は
、
朝

鮮
総
連
の
卑
劣
な
妨
害
に
も

負
け
ず
成
功
さ
せ
た
「
永
住

権
申
請
運
動
」
や
「
外
国
人

登
録
法
改
正
運
動
」
を
は
じ

め
と
し
た
在
日
同
胞
の
権
益

擁
護
運
動
、
ソ
ウ
ル
五
輪
成

功
へ
の
約
１
０
０
億
円
募
金

な
ど
に
象
徴
さ
れ
る
本
国
貢

献
を
振
り
返
っ
た
。

呉
公
太
団
長
は
記
念
辞
で

「
民
団
は
自
由
・
民
主
主
義

国
家
建
設
の
先
頭
に
立
ち
、

多
く
の
努
力
を
惜
し
ま
な
か

っ
た
。
次
の
１
０
０
年
を
見

据
え
て
全
力
で
韓
日
関
係
の

改
善
と
次
世
代
育
成
に
努
め

よ
う
」
と
呼
び
か
け
た
。

朴
槿
恵
大
統
領
は
ビ
デ
オ

メ
ッ
セ
ー
ジ
（
別
掲
）
で
「
韓

国
が
今
日
の
発
展
を
遂
げ
る

過
程
で
、
民
団
は
熱
烈
な
祖

国
愛
と
献
身
的
な
貢
献
で
力

に
な
っ
た
」と
高
く
評
価
し
、

懸
案
の
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
根

絶
に
つ
い
て
は
「
対
策
法
」

と
い
う
法
的
な
土
台
づ
く
り

に
尽
力
し
た
と
称
え
た
。
同

時
に
「
韓
日
を
つ
な
ぐ
懸
け

橋
と
し
て
両
国
の
交
流
拡
大

に
今
後
も
努
力
を
」
と
民
団

へ
の
強
い
期
待
を
表
明
し

た
。来

賓
祝
辞
で
は
、
李
俊
揆

駐
日
大
使
が
「
日
本
全
国
に

体
系
化
さ
れ
た
組
織
を
も
つ

世
界
唯
一
の
同
胞
団
体
」
と

民
団
を
位
置
づ
け
、
「
在
日

同
胞
が
堂
々
と
生
き
て
い
け

る
よ
う
に
、
韓
日
間
の
ベ
ス

ト
フ
レ
ン
ド
に
な
る
よ
う
最

善
を
尽
く
す
」と
強
調
し
た
。

日
韓
議
員
連
盟
の
額
賀
福

志
郎
会
長
は
「
７０
年
の
映
像

を
見
な
が
ら
、
民
団
を
牽
引

し
て
き
た
在
日
１
、
２
世
の

姿
、
志
に
感
動
し
た
。
１１
月

４
日
に
ソ
ウ
ル
で
日
・
韓
議

連
合
同
総
会
を
開
き
、
新
し

い
日
韓
関
係
の
土
台
を
つ
く

る
た
め
に
議
論
し
、
朴
槿
恵

大
統
領
に
も
接
見
す
る
が
、

日
韓
の
未
来
を
め
ざ
し
て
頑

張
る
こ
と
を
韓
国
国
民
に
約

束
す
る
」
と
述
べ
た
。

１２
人
の
国
会
議
員
と
と
も

に
訪
日
し
た
韓
日
議
員
連
盟

の
徐

源
会
長
も
「
厳
し
か

っ
た
在
日
の
生
活
の
中
で

も
、
こ
れ
ま
で
祖
国
貢
献
を

し
て
き
た
民
団
に
感
謝
し
た

い
」
と
表
明
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
公
明
党
の
山

口
那
津
男
代
表
、
民
進
党
の

岡
田
克
也
前
代
表
、
韓
日
親

善
協
会
中
央
会
の
金
守
漢
会

長
、
日
韓
親
善
協
会
中
央
会

の
河
村
建
夫
会
長
、
在
外
同

胞
財
団
の
朱
鐵
基
理
事
長
、

日
本
共
産
党
の
小
池
晃
書
記

局
長
ら
が
、
民
団
の
業
績
を

評
価
す
る
と
と
も
に
、
さ
ら

な
る
発
展
を
祈
念
し
た
。

続
い
て
創
団
７０
周
年
特
別

表
彰
が
行
わ
れ
、
李
大
使
お

よ
び
呉
団
長
か
ら
表
彰
状
な

ど
が
授
与
さ
れ
た
。

民
団
の
課
題
を
盛
り
込
ん

だ
「
創
団
７０
周
年
未
来
創
造

メ
ッ
セ
ー
ジ
」
は
、
青
年
世

代
を
代
表
し
て
林
裕
美
・
青

年
会
東
京
本
部
前
副
会
長
が

１

早
急
な
南
北
統
一
実
現
に

向
け
て
全
力
を
尽
く
す
２

同

胞
を
孤
立
さ
せ
ず
、
苦
し
む

同
胞
の
防
壁
と
な
る
３

経
済

活
動
に
方
向
転
換
を
図
る

な
ど
５
項
目
を
目
標
に
掲

げ
、
本
国
へ
の
貢
献
と
居
住

す
る
日
本
の
地
域
社
会
発
展

に
参
与
し
、
韓
日
友
好
の
懸

け
橋
を
強
化
す
る
と
と
も

に
、
在
日
同
胞
の
総
結
集
を

実
現
す
る
と
宣
言
し
た
。

第
２
部
の
祝
賀
会
（
晩
餐

会
）
は
韓
国
の
伝
統
打
楽
器

を
用
い
た
サ
ム
ル
ノ
リ
、
東

京
韓
国
学
校
初
等
部
児
童
の

テ
コ
ン
ド
で
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
。
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
Ｋ
―

Ｐ
Ｏ
Ｐ
グ
ル
ー
プ
の
ノ
ー
テ

ィ
ー
ボ
ー
イ
ズ
や
「
ト
ロ
ッ

ト
王
子
」
の
パ
ク
・
ヒ
ョ
ン

ビ
ン
の
ラ
イ
ブ
で
祝
賀
ム
ー

ド
を
盛
り
上
げ
た
。

約１０００人が参席した創団７０周年記念式典

尊
敬
す
る
在
日
同
胞
の
皆

様
。
在
日
本
大
韓
民
国
民
団

の
創
立
７０
周
年
を
心
よ
り
お

祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。
民
団

は
創
立
か
ら
７０
年
間
、
在
日

同
胞
社
会
に
お
い
て
、
民
族

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
と

ル
ー
ツ
を
守
る
求
心
体
と
な

っ
て
き
ま
し
た
。あ
わ
せ
て
、

大
韓
民
国
が
戦
争
の
惨
禍
を

乗
り
こ
え
、
今
日
の
発
展
に

至
る
ま
で
皆
様
の
熱
い
祖
国

愛
と
献
身
的
な
貢
献
は
大
き

な
力
と
な
っ
て
く
れ
ま
し

た
。在

日
同
胞
の
皆
様
は
多
く

の
苦
難
と
逆
境
の
中
で
も
民

団
を
中
心
に
団
結
し
、
同
胞

社
会
の
発
展
と
権
益
増
進
を

成
し
遂
げ
て
き
ま
し
た
。
と

く
に
民
団
が
創
立
７０
周
年
を

迎
え
る
今
年
、
皆
様
の
努
力

に
よ
り
、
日
本
国
内
の
ヘ
イ

ト
ス
ピ
ー
チ
根
絶
に
向
け
た

法
的
基
盤
を
設
け
る
と
い
う

貴
重
な
成
果
を
あ
げ
ら
れ
た

こ
と
を
意
義
深
く
思
い
ま

す
。大

韓
民
国
も
様
々
な
チ
ャ

レ
ン
ジ
に
対
応
し
、
新
た
な

跳
躍
の
土
台
を
作
り
、
平
和

統
一
の
時
代
を
切
り
開
く
た

め
に
努
力
し
て
い
ま
す
。
韓

日
関
係
に
お
い
て
も
歴
史
を

直
視
す
る
中
、
未
来
志
向
の

関
係
を
新
た
に
築
い
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

民
団
と
し
て
も
韓
日
関
係

を
つ
な
ぐ
懸
け
橋
と
し
て
、

そ
し
て
力
強
い
支
え
と
し

て
、
両
国
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
と
交
流
の
基
盤
を

よ
り
拡
大
で
き
る
よ
う
、
引

き
続
き
努
力
し
て
下
さ
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
政
府

も
在
日
同
胞
社
会
の
包
容
と

融
合
に
向
け
た
民
団
の
努
力

を
積
極
的
に
支
援
し
て
い
き

ま
す
。

改
め
て
創
立
７０
周
年
を
お

祝
い
申
し
上
げ
、
在
日
同
胞

皆
様
の
ご
家
庭
の
ご
健
康
と

ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

朴
槿
恵
大
統
領
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
か
ら

創団７０周年祝う来賓の声
民団の記念式典に参席した韓日両国の国会議

員らは、７０年の業績を評価し、さらなる発展を
祈念した。 （２面）

反ヘイト条例の
全国施行めざす
自治労はヘイトスピーチ

根絶に向けて、モデル条例
案を公表した。「対策法」
よりも踏み込み、禁止事項
や制裁化も明記した内容
だ。 （５面）

親
愛
な
る
内
外
同
胞
の
皆

さ
ん
。

本
日
、
私
た
ち
は
、
創
団

７０
年
と
い
う
輝
か
し
い
歴
史

を
振
り
返
る
と
と
も
に
新
し

い
未
来
の
出
発
の
た
め
に
、

こ
の
場
に
集
ま
り
ま
し
た
。

長
き
に
わ
た
り
民
団
を
継

承
、
発
展
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
の
は
、
命
を
懸
け
て

闘
っ
て
い
た
だ
い
た
先
輩

や
、
支
援
を
い
た
だ
い
た
祖

国
大
韓
民
国
、
そ
し
て
、
私

た
ち
在
日
韓
国
人
を
は
ぐ
く

ん
で
い
た
だ
い
た
日
本
社
会

の
お
か
げ
で
す
。
こ
の
場
を

借
り
て
、
深
く
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。

７０
年
を
迎
え

て
本
当
に
感
慨

深
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。

民
団
は
１
９

４
６
年
１０
月
３

日
東
京
・
日
比

谷
公

会

堂

で

「
在
日
本
朝
鮮

居
留
民
団
」
と

し
て
誕
生
し
ま

し
た
。

そ
れ
は
、
希

望
と
苦
難
の
入

り
混
じ
っ
た
出
発
で
あ
り
ま

し
た
が
、
朝
鮮
総
連
と
の
闘

い
は
熾
烈
な
も
の
で
し
た
。

自
由
と
民
主
主
義
を
守
る
た

め
数
人
の
団
長
が
暴
漢
の
銃

弾
に
倒
れ
て
い
き
ま
し
た
。

「
地
上
の
楽
園
」
と
い
う
言

葉
に
騙
さ
れ
た
北
送
事
業

は
、
日
本
全
体
が
歓
迎
し
た

中
で
民
団
だ
け
が
、
ま
さ
に

孤
立
無
援
の
中
で
反
対
運
動

を
展
開
し
ま
し
た
。

青
年
学
徒
義
勇
軍
と
し
て

６
４
２
人
が
参
戦
し
た
６
・

２５
戦
争
で
は
、
１
３
５
人
が

帰
ら
ぬ
人
と
な
り
ま
し
た
。

生
存
者
も
日
本
に
は
帰
還
で

き
ず
、
家
族
の
元
に
は
戻
れ

な
い
悲
し
い
歴
史
が
そ
こ
に

は
あ
り
ま
し
た
。

新
祖
国
建
設
は
厳
し
い
分

断
の
中
に
あ
っ
て
も
、
私
た

ち
の
大
き
な
希
望
で
あ
り
、

必
ず
成
し
遂
げ
な
け
れ
ば
い

け
な
い
夢
で
し
た
。
そ
の
た

め
に
民
団
は
自
由
・
民
主
主

義
国
家
建
設
の
先
頭
に
立
っ

て
、
多
く
の
努
力
を
惜
し
ま

な
か
っ
た
の
で
す
。

祖
国
が
苦
し
く
大
変
で
あ

っ
た
時
に
は
必
ず
民
団
が
い

ま
し
た
。
貧
し
か
っ
た
祖
国

へ
の
積
極
的
投
資
、
セ
マ
ウ

ル
運
動
支
援
、
ソ
ウ
ル
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
後
援
事
業
、
外
貨

危
機
時
の
送
金
運
動
な
ど
、

大
き
な
貢
献
を
し
て
き
ま
し

た
。
今
や
祖
国
は
経
済
大
国

へ
と
発
展
し
、
在
日
の
支
援

は
必
要
と
し
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
民
団
の
貢
献
の
歴
史
は

決
し
て
忘
れ
さ
ら
れ
て
は
い

け
ま
せ
ん
。
西
ド
イ
ツ
派
遣

炭
鉱
夫
・
看
護
師
ら
と
同
様

に
、
忘
れ
て
は
い
け
な
い
歴

史
な
の
で
す
。
み
ん
な
で
力

を
合
わ
せ
て
、
何
と
か
韓
国

の
教
科
書
に
載
せ
ら
れ
る
よ

う
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

私
た
ち
に
と
っ
て
日
本
は

ず
い
ぶ
ん
変
わ
っ
た
と
思
い

ま
せ
ん
か
。
永
住
意
思
を
は

っ
き
り
さ
せ
た
民
団
は
「
居

留
」
の
２
文
字
を
削
除
し
、

在
日
同
胞
の
法
的
地
位
向
上

と
生
活
権
拡
充
運
動
を
展
開

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

民
団
の
差
別
撤
廃
運
動
で

は
地
方
参
政
権
や
２
、
３
の

懸
案
事
項
を
残
し
て
ほ
と
ん

ど
解
決
さ
れ
ま
し
た
。
民
団

の
団
結
し
た
力
と
韓
国
政
府

の
応
援
、
そ
し
て
日
本
の
皆

様
の
深
い
理
解
が
あ
っ
た
た

め
と
思
っ
て
い
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
さ
ん
。
次
の
１
０
０
年

を
見
据
え
て
、
今
で
き
る
こ

と
に
全
力
を
尽
く
し
ま
し
ょ

う
。
そ
れ
は
、
韓
日
関
係
の

劇
的
な
改
善
と
次
世
代
の
育

成
で
す
。

北
韓
は
核
・
ミ
サ
イ
ル
開

発
で
韓
日
お
よ
び
世
界
を
恫

喝
し
て
い
ま
す
。
韓
日
関
係

の
改
善
は
今
や
至
上
命
題
で

す
。
懸
け
橋
の
役
割
を
十
分

に
果
た
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。日

本
社
会
は
強
い
意
志
と

高
い
志
が
あ
れ
ば
成
功
し
、

貢
献
で
き
る
社
会
に
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。
自
ら
の
努
力

で
、
多
く
の
成
功
者
も
出
て

い
ま
す
。

在
日
社
会
は
そ
の
構
成
要

件
か
ら
し
て
大
き
く
変
化

し
、
日
本
お
よ
び
韓
日
両
国

や
国
際
社
会
で
活
躍
で
き
る

次
世
代
を
育
成
す
る
こ
と
が

最
大
の
使
命
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
た
め
に
私
た
ち
自

ら
が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代

の
中
に
あ
っ
て
も
自
分
の
ル

ー
ツ
は
大
切
で
、
自
ら
の
存

在
そ
の
も
の
で
す
。

次
世
代
の
た
め
に
、
そ
し

て
韓
半
島
の
平
和
と
統
一
の

た
め
に
、
一
緒
に
力
を
合
わ

せ
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

民
団
創
団
７０
周
年
記
念
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
民
団
７０
年
と

韓
日
関
係
の
新
た
な
未
来
眺

望
」
が
２０
日
、
在
外
同
胞
財

団
が
主
催
し
、
民
団
東
京
本

部
が
主
管
し
て
韓
国
中
央
会

館
（
東
京
・
港
区
）
で
開
か

れ
た
。
民
団
や
婦
人
会
幹
部

１
１
０
余
人
が
参
席
す
る

中
、
同
胞
財
団
の
朱
鐵
基
理

事
長
は
基
調
講
演
で
「
昨
年

末
の
慰
安
婦
問
題
合
意
以

降
、
回
復
し
た
韓
日
関
係
の

未
来
志
向
的
発
展
の
転
機
を

継
続
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
相
互
理
解
と
協
力
の
精

神
で
さ
ら
に
育
て
よ
う
」
と

強
調
し
た
。

主
題
発
表
を
し
た
早
稲
田

大
学
韓
国
学
研
究
所
の
李
鍾

元
所
長
は
「
韓
日
関
係
は
２

０
０
５
年
頃
か
ら
歴
史
問
題

と
領
土
問
題
が
噴
出
し
、
今

は
『
韓
流
』
が
逆
流
、
『
嫌

韓
』
が
渦
巻
い
て
い
る
。
い

か
に
在
日
同
胞
が
賢
明
に
生

き
る
か
が
問
わ
れ
て
い
る
」

と
指
摘
し
た
。

日
韓
交
流
祭
り
協
会
の
権

鎔
大
事
務
局
長
は
「
毎
年
６

～
７
万
人
が
来
る
ほ
ど
定
着

し
た
。
今
後
は
民
団
が
主
導

し
て
韓
日
文
化
表
現
の
場
と

し
て
活
用
を
」と
要
望
し
た
。

指
定
討
論
で
民
団
中
央
本

部
の
林
三
鎬
副
団
長
は
「
在

日
同
胞
の
大
統
合
が
、
南
北

統
一
へ
の
最
大
の
貢
献
に
な

る
」
と
力
説
し
た
。
東
京
本

部
の
金
秀
吉
団
長
は
「
民
団

は
、
次
世
代
育
成
な
ど
様
々

な
課
題
に
対
処
す
る
在
日
同

胞
社
会
の
求
心
体
と
し
て
飛

躍
す
る
」
と
固
い
決
意
を
明

ら
か
に
し
た
。

創
団
７０
周
年

記

念

式

典

未
来
創
造
メ
ッ
セ
ー
ジ
発
信

新時代へ在日同胞大統合推進

朴
槿
恵
大
統
領
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

中央本部団長 呉公太

７０年の力を未来世代へ
記念辞

新
韓
日
関
係
発
展
へ

「
７０

周

年
」

記
念
シ
ン
ポ

在
外
同
胞
財
団
が
主
催

１００
年
見
据
え
新
た
な
決
意

諸
課
題

早
期
完
遂
へ

民
団
を
積
極
的
に
支
援

韓
日
関
係
拡
大
努
力
に
も
期
待

（毎週水曜日発行）週 刊２０１６年１０月２６日（水曜日）民 団 新 聞（１９６５年８月７日第三種郵便物認可第２７号・東鉄局特別扱承認新聞第１１号。定価月額５００円。但し団員は団費に含む）第２８５２号（１）

次
号
は
１１
月
９
日
付

今号の読みどころ



◆オークションに大統領の花瓶も

中小企業愛の分かち合い財団が１８

日にソウルで行ったバザーで、著名

人の私物がオークションにかけられ

た 写真。朴

槿恵大統領が

所有していた

花瓶やリオ五

輪ゴルフ女子

金メダリスト

の朴仁妃さん

が使用したパ

ターなどが出品され、高額で落札さ

れた。バザーの収益金はベトナムや

アフリカの開発援助に充てられる。

◆世界遺産効果で日本人客増の扶余

忠清南道の扶余郡では今、日本人

観光客が増加している。同郡では昨

年７月に、郡の一部が百済歴史遺跡

地区としてユネスコ世界遺産に登録

されたことをうけ、日本人をターゲ

ットに観光説明会などを開催してき

た。これらのプロモーション活動が

功を奏し、今年７月時点での日本人

観光客は、前年同期比３倍となる８６

０８人を記録した。

◆今年のスポーツ英雄にキム・ヨナ

大韓体育会は１８日、逆境や苦難を

乗り越え、スポーツを通して世界に

韓国をアピールした人を称

える「２０１６年スポーツ英雄」

に、バンクーバー五輪フィ

ギュアスケート女子金メダ

リストのキム・ヨナ 写真

を選んだ。６人に絞られ

た最終候補者の中で、韓国

スポーツ界への貢献度や社

会にあたえた影響力がひときわ高い

ことが評価され、選出された。

◆逆転優勝で最多２４勝の全美貞

プロゴルファーの全美貞が２３日に

兵庫県で行われたＮＯＢＵＴＡマス

ターズＧＣレディースで優勝し、日

本女子プロゴルフツアーで韓国選手

最多となる通算２４勝目を挙げた。最

終４日目にバーディを連発しての逆

転で、故具玉姫が持っていた韓国選

手のツアー最多優勝記録である２３勝

を超えた。

◆庁舎に世界最大規模の屋上庭園

世宗市の

政府世宗庁

舎にある屋

上庭園 写

真 が、世

界で最も大

きい屋上庭

園とギネス

世界記録に

認定された。庭園は長さ３．６ で面

積が７万９１９４平方 。園内には１１７万

本の木が植えられ、３～６月、９～

１２月の間には１日に２回、一般開放

される。

◆韓国人初の仏カトリックＡ会員に

フランスで活動しているドミニコ

修道会の韓国人画家キム・インジュ

ン神父が、特定の分野に秀でたカト

リックのみで構成される「フランス

カトリックアカデミー」の会員に選

出された。韓国人が選ばれるのは初

めて。キム神父はソウル大学美術部

を卒業後、留学したスイスで司祭に

なり芸術活動を始めた。キム神父の

制作したステンドグラスは欧州で高

い評価を受け、２０カ所の聖堂に納め

られている。

◆韓国人気コンテンツが一堂に

韓国を代表するコンテンツがまと

めて楽しめるイベント「２０１６Ｋ―コ

ンテンツフェア」が１５、１６の両日、

ソウル江南区

で行われた

写真。ＳＨＩ

Ｎｅｅといっ

た人気Ｋ―Ｐ

ＯＰグループによるコンサートや、

先端技術の仮想現実（ＶＲ）を使用

してのゲーム体験ができる展示会な

どが催された。

◆鎮安郡の名産トマト日本に進出

全羅北道鎮安郡で生産されたトマ

トが４日、日本に初めて出荷された。

同郡では、恵まれた気候と優れた栽

培技術で生産されるトマトが高品質

だと評価が高い。この日は４ を輸

出したが、年末までには約６０ を出

荷する予定だ。鎮安郡では今後、ほ

かの特産品の輸出も推し進めてい

く。

本
日
、
７０
年
の
星
霜
を
重

ね
た
民
団
は
栄
光
の
歴
史
と

伝
統
を
糧
と
し
、
新
た
な
時

代
、
新
た
な
歴
史
創
造
の
道

に
踏
み
出
す
こ
と
を
こ
こ
に

明
ら
か
に
し
ま
す
。

先
人
た
ち
は
長
き
に
わ
た

っ
た
植
民
地
支
配
か
ら
解
放

を
迎
え
、
廃
墟
の
た
だ
中
に

あ
っ
て
１
９
４
６
年
１０
月
３

日「
在
日
本
朝
鮮
居
留
民
団
」

を
創
立
、
４８
年
大
韓
民
国
政

府
樹
立
を
機
に
名
称
を
「
在

日
本
大
韓
民
国
居
留
民
団
」

と
し
ま
し
た
。

当
時
の
朝
連
・
朝
鮮
総
連

の
圧
倒
的
か
つ
暴
力
的
な
攻

勢
に
対
峙
し
つ
つ
、
民
団
は

今
日
の
組
織
基
盤
を
築
き
上

げ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
間
、
在
日
同
胞
社
会

の
構
成
は
明
ら
か
に
そ
の
国

籍
、
在
留
資
格
、
世
代
な
ど

の
属
性
と
価
値
観
が
多
様
化

し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
変
化

に
対
応
し
「
居
留
」
を
外
し

て「
在
日
本
大
韓
民
国
民
団
」

と
改
称
、
団
員
資
格
の
国
籍

条
項
を
一
部
緩
和
、
先
の
第

７
次
宣
言
文
で
は
多
様
化
す

る
同
胞
の
統
合
推
進
を
宣
言

す
る
な
ど
、
そ
の
時
々
の
条

件
、状
況
を
的
確
に
判
断
し
、

変
革
を
遂
げ

て

き

ま

し

た
。今

日
、
在

日
同
胞
社
会

は
韓
国
籍
者
、
新
定
住
者
、

朝
鮮

か
ら
韓
国
籍
へ
の

変
更
者
、
日
本
国
籍
者
、
複

数
国
籍
者
な
ど
、
そ
の
構
成

が
益
々
多
様
化
し
て
い
ま

す
。在

日
同
胞
の
唯
一
の
指
導

母
体
で
あ
る
民
団
は
、
多
様

化
し
た
在
日
同
胞
の
統
合
を

果
た
し
、
自
ら
掲
げ
る
宣
言

綱
領
の
実
現
に
向
け
て
、
以

下
の
状
況
、
課
題
に
緊
急
か

つ
具
体
的
な
対
応
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

１

南
北
の
平
和
統
一
実

現
は
韓
半
島
の
発
展
と
同
時

に
、
東
ア
ジ
ア
、
世
界
に
平

和
と
繁
栄
を
も
た
ら
し
、
在

日
同
胞
社
会
に
は
そ
の
存
続

と
発
展
の
礎
と
な
り
、
大
き

な
恩
恵
を
も
た
ら
し
ま
す
。

北
韓
の
暴
挙
が
続
く
韓
半
島

の
危
機
的
状
況
を
目
の
当
た

り
に
す
る
に
つ
け
、
速
や
か

な
南
北
の
統
一
実
現
に
向
け

て
全
力
を
尽
く
す
の
は
我
々

の
責
務
で
あ
り
ま
す
。

２

日
本
社
会
は
多
民
族

多
文
化
社
会
へ
移
行
し
つ
つ

あ
り
、
在
日
同
胞
は
こ
れ
ま

で
そ
の
推
進
の
一
翼
を
担
っ

て
き
ま
し
た
。
ヘ
イ
ト
ス
ピ

ー
チ
の
暴
力
に
見
ら
れ
る
よ

う
に
差
別
的
土
壌
が
温
存
さ

れ
る
日
本
社
会
に
お
い
て
、

引
き
続
き
そ
の
役
割
を
担

い
、
民
団
の
存
在
感
を
高
め

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
一

方
に
お
い
て
は
、
多
様
化
、

分
散
化
し
た
在
日
同
胞
が
、

日
本
社
会
の
中
で
孤
立
し
、

不
可
視
的
な
存
在
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
状
況
は
経
済

停
滞
、
少
子
高
齢
化
、
貧
富

格
差
問
題
等
と
あ
い
ま
っ
て

さ
ら
に
深
刻
化
し
て
い
ま

す
。
民
団
は
苦
し
む
在
日
同

胞
の
防
壁
と
な
ら
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

３

停
滞
す
る
経
済
状
況

に
あ
っ
て
、
そ
の
影
響
を
直

接
受
け
て
い
る
の
は
在
日
同

胞
で
あ
り
、
経
済
的
安
定
は

深
刻
な
要
請
で
す
。
特
に
次

世
代
に
と
っ
て
は
よ
り
深
刻

で
あ
り
、
民
団
が
こ
の
課
題

に
応
え
ら
れ
な
け
れ
ば
信
頼

を
得
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
民
団
は
自
ら
の
健
全
財

政
確
立
の
た
め
に
も
経
済
活

動
に
大
き
く
方
向
転
換
を
図

ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

４

韓
日
関
係
の
悪
化
が

在
日
同
胞
に
直
接
の
打
撃
を

与
え
る
こ
と
は
、
近
年
の
経

験
か
ら
も
実
感
す
る
と
こ
ろ

で
す
。
民
団
は
こ
の
間
、
民

間
外
交
の
担
い
手
と
し
て
韓

日
関
係
の
強
化
に
尽
力
し
、

大
き
な
貢
献
を
為
し
た
と
自

負
す
る
も
の
で
す
。
友
好
関

係
の
持
続
、
拡
大
強
化
に
は

さ
ら
な
る
努
力
の
継
続
が
必

要
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。

５

多
様
化
・
分
散
し
て

い
る
在
日
同
胞
が
、
民
族
的

同
一
性
を
自
己
確
認
す
る
に

お
い
て
は
民
族
教
育
の
徹
底

化
が
極
め
て
重
要
で
す
。
民

族
教
育
の
体
系
的
で
持
続
的

な
体
制
を
構
築
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
加
え
て
韓
国

籍
の
保
持
は
重
要
な
柱
で
あ

り
、
こ
の
選
択
・
維
持
の
よ

り
可
能
な
条
件
作
り
が
重
要

で
す
。
地
方
選
挙
権
な
ど
国

籍
に
よ
る
不
平
等
の
是
正
、

複
数
国
籍
の
可
能
性
追
求
な

ど
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
民
族
性
の
風
化
は
民
団

組
織
の
弱
体
化
に
も
直
結
す

る
こ
と
を
肝
に
銘
じ
、
一
層

真
剣
な
取
り
組
み
が
必
要
で

す
。こ

れ
ら
の
重

大
な
課
題
を
滞

り
な
く
完
遂
す

る
た
め
に
、
民

団
は
新
た
な
る
体
制
と
決
意

を
持
っ
て
臨
ま
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

多
様
な
属
性
と
価
値
観
を

有
す
る
す
べ
て
の
在
日
同
胞

を
包
容
す
る
た
め
、
構
成
原

理
を
韓
国
籍
の
み
に
依
拠
す

る
こ
と
な
く
、
民
族
的
出
自

を
基
本
と
し
た
よ
り
開
放
的

な
も
の
に
変
え
る
こ
と
で

す
。
そ
し
て
在
日
同
胞
の
総

結
集
を
実
現
し
、
新
た
な
地

平
を
切
り
開
い
て
い
く
の
で

す
。民

団
は
在
日
同
胞
の
統
合

を
果
た
し
て
多
く
の
問
題
を

解
決
し
、本
国
へ
の
貢
献
、居

住
す
る
日
本
、
地
域
社
会
の

発
展
に
参
与
し
、
韓
日
関
係

友
好
の
懸
け
橋
と
な
り
、
そ

し
て
南
北
平
和
統
一
実
現
の

一
翼
を
担
っ
て
い
き
ま
す
。

こ
う
し
た
変
革
を
果
た
し

て
こ
そ
、
民
団
は
次
世
代
に

よ
っ
て
継
承
さ
れ
、
新
た
な

時
代
を
切
り
開
き
、
新
た
な

歴
史
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ

と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

以
上
の
こ
と
を
具
現
す
る

た
め
に
必
要
な
措
置
を
可
及

的
速
や
か
に
講
じ
る
こ
と
を

結
び
と
し
、
未
来
創
造
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
と
す
る
も
の
で

す
。

在
日
同
胞
の
み
な
さ
ん
、

「
在
日
本
大
韓
民
国
民
団
」

創
団
７０
周
年
を
心
よ
り
お
祝

い
申
し
上
げ
ま
す
。

民
団
７０
年
の
足
跡
は
常
に

祖
国
と
共
に
し
て
き
た
歳
月

で
し
た
。
民
団
は
我
が
民
族

の
苦
し
い
歴
史
の
中
で
出
発

し
、
韓
日
関
係
と
南
北
関
係

の
特
殊
性
の
中
で
成
長
し
ま

し
た
。
常
に
団
結
し
、
互
い

に
助
け
合
っ
て
た
え
ざ
る
努

力
の
中
で
差
別
と
困
難
を
克

服
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
献
身
と
執
念

の
結
果
、
日
本
全
国
に
体
系

化
さ
れ
た
組
織
を
持
つ
、
世

界
唯
一
の
同
胞
団
体
と
し
て

成
長
し
ま
し
た
。
日
本
国
内

の
広
範
囲
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

や
行
政
力
を
も
と
に
在
日
同

胞
社
会
の
発
展
の
土
台
と
な

り
ま
し
た
。

韓
民
族
と
し
て
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
と
ル
ー
ツ
を

守
り
、
祖
国
発
展
に
も
多
く

貢
献
し
、
寄
与
し
て
き
ま
し

た
。
「
単
純
な
同
胞
団
体
以

上
の
同
胞
団
体
」
と
い
う
評

価
の
中
で
、
全
世
界
の
同
胞

社
会
の
一
つ
の
モ
デ
ル
と
し

て
重
要
な
位
置
を
占
め
る
こ

と
は
決
し
て
偶
然
で
は
な
い

と
思
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
こ
の
間
の

成
果
に
甘
ん
ず
る
こ
と
な

く
、
時
代
の
変
化
と
挑
戦
を

直
視
し
、
発
展
的
未
来
を
開

拓
し
て
い
こ
う
と
す
る
民
団

の
努
力
を
称
賛
し
ま
す
。
未

来
創
造
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
長
い

議
論
の
末
に
発
表
さ
れ
た

「
未
来
創
造
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

が
民
団
の
新
し
い
７０
年
の
重

要
な
基
盤
に
な
る
こ
と
を
祈

り
ま
す
。

今
年
は
韓
日
関
係
の
新
し

い
５０
年
を
出
発
さ
せ
る
初
年

度
で
も
あ
り
ま
す
。
過
去
の

歴
史
の
問
題
を
し
っ
か
り
と

踏
ま
え
、
共
生
協
力
の
分
野

を
拡
大
し
、
相
互
信
頼
と
理

解
を
拡
大
し
て
い
く
た
め
に

努
力
す
る
時
で
も
あ
り
ま

す
。
民
団
も
韓
日
関
係
の
懸

け
橋
と
し
て
多
く
の
役
割
を

担
っ
て
頂
く
こ
と
を
願
い
ま

す
。祖

国
と
民
団
が
一
つ
に
な

り
、
多
く
の
事
業
を
展
開
し

て
き
た
よ
う
に
未
来
に
向
か

っ
て
共
に
歩
み
ま
し
ょ
う
。

祖
国
へ
の
尽
力

永
遠
に
忘
れ
ず

徐

源
・
韓
日
議
員
連
盟

会
長

昨
年
１１
月
の
韓
日
首

脳
会
談
で
２４
年
間
引
き
ず
っ

て
き
た
日
本
軍
従
軍
慰
安
婦

問
題
に
解
決
の
兆
し
が
見

え
、
そ
の
合
意
内
容
の
履
行

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
先
月
Ｇ
２０
サ
ミ
ッ
ト
に

参
席
し
た
朴
槿
恵
大
統
領
と

安
倍
晋
三
首
相
は
、
両
国
関

係
の
発
展
と
北
韓
の
核
問
題

等
に
対
し
、
共
に
協
力
す
る

こ
と
を
約
束
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
韓
日
関
係
の

回
復
を
韓
国
の
議
員
共
々
喜

ば
し
く
思
い
、
お
祝
い
申
し

上
げ
ま
す
。
こ
こ
ま
で
来
る

こ
と
が
で
き
た
の
は
、
ひ
と

え
に
在
日
同
胞
皆
様
の
ひ
た

む
き
な
支
援
と
協
力
の
お
か

げ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
は
在
日
同
胞
の
地

位
と
生
活
向
上
は
も
ち
ろ

ん
、
祖
国
の
繁
栄
と
統
一
の

た
め
に
努
力
し
て
こ
ら
れ
ま

し
た
。
韓
国
戦
争
に
際
し
在

日
同
胞
義
勇
軍
の
参
戦
を
は

じ
め
と
し
て
、
セ
マ
ウ
ル
運

動
、
独
立
記
念
館
設
立
、
そ

し
て
日
本
国
内
に
公
館
敷
地

と
し
て
９
カ
所
の
土
地
を
寄

贈
な
さ
っ
た
だ
け
で
な
く
、

ソ
ウ
ル
五
輪
時
に
は
１
０
０

億
円
を
超
え
る
支
援
を
し
て

下
さ
る
な
ど
、
常
に
祖
国
の

た
め
に
尽
力
な
さ
い
ま
し

た
。最

近
で
は
、
日
本
の
一
部

右
翼
に
よ
る
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー

チ
な
ど
の
困
難
な
状
況
に
も

毅
然
と
立
ち
向
か
い
、
地
域

社
会
の
模
範
と
し
て
の
姿
を

見
せ
て
下
さ
い
ま
し
た
。

大
韓
民
国
は
皆
さ
ん
の
献

身
と
努
力
を
決
し
て
忘
れ
ま

せ
ん
。
皆
さ
ん
の
最
大
の
課

題
で
あ
る
地
方
参
政
権
が
獲

得
で
き
る
よ
う
、
共
に
た
ゆ

ま
ず
努
力
し
て
い
く
こ
と
を

約
束
い
た
し
ま
す
。

相
互
の
協
力
で

五
輪
の
成
功
を

額
賀
福
志
郎
・
日
韓
議
員

連
盟
会
長

在
日
本
大
韓
民

国
民
団
は
、
在
日
韓
国
人
の

生
活
向
上
、
権
利
擁
護
、
国

際
親
善
お
よ
び
祖
国
の
平
和

統
一
の
た
め
、
７０
年
に
わ
た

り
粘
り
強
く
活
動
を
続
け
て

こ
ら
れ
ま
し
た
。
現
在
の
３４

万
人
余
の
民
団
団
員
の
経

済
、
社
会
生
活
の
基
盤
は
、

在
日
１
世
は
じ
め
先
人
た
ち

の
労
苦
の
上
に
築
か
れ
た
も

の
で
あ
り
心
か
ら
敬
意
を
表

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

日
韓
国
交
正
常
化
５０
周
年

の
記
念
す
べ
き
年
で
あ
る
昨

年
１１
月
２
日
に
は
、
念
願
の

日
韓
首
脳
会
談
が
実
現
し
、

年
末
に
は
慰
安
婦
問
題
に
つ

い
て
歴
史
的
な
日
韓
合
意
が

な
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。さ

て
、
緊
張
を
増
す
北
東

ア
ジ
ア
の
安
全
保
障
環
境
を

考
え
る
と
き
、
日
本
と
韓
国

の
緊
密
な
連
携
は
以
前
に
も

ま
し
て
重
要
な
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
グ
ロ
ー

バ
ル
経
済
の
な
か
で
日
本
と

韓
国
が
ア
ジ
ア
の
ト
ッ
プ
ラ

ン
ナ
ー
で
あ
り
続
け
る
た
め

に
は
、
技
術
協
力
、
通
商
、

金
融
な
ど
の
面
で
も
一
層
の

協
力
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
２
０
１
８
年
平

昌
、
２０
年
東
京
五
輪
／
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
を
控
え
、
往
時

の
「
韓
流
ブ
ー
ム
」
を
上
回

る
日
韓
間
の
人
の
往
来
や
文

化
的
な
交
流
の
活
性
化
も
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
韓
関
係
は
今
、
着
実
に

改
善
に
向
か
い
つ
つ
あ
り
、

本
年
を
日
韓
関
係
を
さ
ら
な

る
高
み
へ
と
導
く
元
年
と
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

貴
重
な
歩
み
に

万
感
こ
も
ご
も

金
守
漢
・
韓
日
親
善
協
会

中
央
会
会
長

第
二
次
世
界

大
戦
後
の
日
本
の
混
乱
期
の

中
で
、
大
韓
民
国
の
国
是
を

遵
守
し
、
在
日
韓
国
人
の
権

益
擁
護
と
民
生
安
定
、
そ
し

て
世
界
平
和
と
国
際
親
善
を

図
る
と
い
う
理
念
の
も
と
、

産
声
を
あ
げ
て
か
ら
７０
年
と

い
う
歳
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。

こ
の
７０
年
、
在
日
韓
国
人

が
歩
ん
で
き
た
道
は
決
し
て

平
坦
で
は
な
く
、
苦
難
に
満

ち
た
長
い
歴
史
が
あ
り
ま
し

た
。過

去
の
不
幸
だ
っ
た
韓
日

間
の
歴
史
の
残
滓
が
戦
後
の

日
本
社
会
に
そ
の
ま
ま
残

り
、
蔑
視
や
差
別
を
背
負
っ

た
厳
し
い
日
常
生
活
が
続
い

て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
在
日
同
胞
は
民

団
を
中
心
に
一
致
団
結
し
て

不
屈
の
努
力
を
注
ぎ
、
こ
の

よ
う
な
悪
条
件
を
克
服
し
、

受
難
の
地
で
あ
る
日
本
の
中

で
今
日
の
よ
う
な
し
っ
か
り

と
し
た
在
日
同
胞
社
会
の
基

礎
を
構
築
し
ま
し
た
。

６
・
２５
動
乱
の
在
日
学
徒

義
勇
軍
の
参
戦
、
朝
総
連
同

胞
の
母
国
訪
問
事
業
、
８８
ソ

ウ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
支
援
事

業
な
ど
、
祖
国
大
韓
民
国
に

貢
献
す
る
事
業
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
日
本
政
府
の
差
別

政
策
撤
廃
運
動
と
し
て
指
紋

押
捺
撤
廃
、
地
方
参
政
権
獲

得
運
動
な
ど
在
日
同
胞
社
会

の
権
益
伸
張
の
た
め
の
事
業

も
積
極
的
に
推
進
し
て
き
ま

し
た
。

さ
る
５０
年
あ
ま
り
の
間
、

韓
日
関
係
の
友
好
増
進
事
業

に
関
わ
っ
て
き
た
私
は
、
在

日
民
団
が
韓
日
の
懸
け
橋
と

し
て
両
国
間
の
友
好
増
進
に

数
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
多
く
の

貢
献
を
し
て
き
た
現
実
を
見

て
き
ま
し
た
。

在
日
民
団
の
こ
の
よ
う
な

意
味
あ
る
試
練
と
貴
重
な
栄

光
の
歴
史
を
回
想
し
つ
つ
、

万
感
こ
も
ご
も
至
る
歴
史
を

振
り
返
っ
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

「
平
和
統
一
」の

先
駆
的
役
割
を

朱
鐵
基
・
在
外
同
胞
財
団

理
事
長

韓
国
現
代
史
に
お

け
る
逆
境
克
服
、
そ
し
て
成

就
へ
の
道
の
り
を
と
も
に
歩

ん
で
き
た
民
団
の
７０
年
間
は

極
め
て
感
慨
深
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。

昨
年
は
韓
日
国
交
正
常
化

５０
周
年
で
あ
り
、
光
復
７０
周

年
と
い
う
歴
史
的
な
年
で
し

た
。
そ
の
間
、
韓
日
関
係
は
、

過
去
の
歴
史
解
釈
の
相
違
に

よ
る
相
互
不
信
に
よ
り
数
多

く
の
困
難
を
経
験
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
た
と
え
未
解

決
な
問
題
が
残
っ
て
い
て
も

両
国
は
善
隣
と
友
好
の
精
神

の
も
と
、
未
来
に
進
ま
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。

わ
が
在
日
同
胞
社
会
の
リ

ー
ダ
ー
で
あ
る
皆
さ
ん
。
韓

日
関
係
が
歴
史
的
事
実
を
直

視
し
た
う
え
で
、
共
同
の
価

値
観
を
も
と
に
未
来
へ
進
め

る
よ
う
、
力
添
え
を
お
願
い

し
ま
す
。

最
近
の
北
韓
当
局
の
核
武

装
と
挑
発
行
為
は
南
北
関
係

を
さ
ら
に
悪
化
さ
せ
、
私
た

ち
は
も
ち
ろ
ん
、
世
界
の
平

和
と
安
全
を
脅
か
し
て
い
ま

す
。
私
た
ち
は
北
韓
の
核
問

題
を
必
ず
や
解
決
し
、
分
断

の
歴
史
を
乗
り
こ
え
、
平
和

統
一
を
実
現
さ
せ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
韓
半
島
の
平

和
統
一
と
東
北
ア
ジ
ア
の
新

し
い
平
和
と
安
全
を
具
現
化

さ
せ
る
た
め
、
す
べ
て
の
同

胞
が
力
を
合
わ
せ
る
時
で

す
。
民
団
が
牽
引
す
る
在
日

同
胞
社
会
が
そ
の
先
駆
的
な

役
割
を
果
た
す
よ
う
願
っ
て

い
ま
す
。

構
造
変
化
の
渦
中
に
あ
る

在
日
同
胞
社
会
に
お
い
て
、

韓
国
語
使
用
の
拡
大
を
通
じ

た
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の

確
立
、
そ
し
て
次
世
代
育
成

が
よ
り
一
層
大
切
と
な
っ
て

き
て
お
り
ま
す
。
多
様
化
し

た
在
日
同
胞
社
会
を
融
合
し

て
い
く
こ
と
が
今
ま
で
以
上

に
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
在
外
同
胞
財
団
は
在
日

同
胞
社
会
の
発
展
と
和
合
の

為
に
最
善
を
尽
く
し
て
い
き

ま
す
。

「
二
人
三
脚
」で

草
の
根
の
深
化

河
村
建
夫
・
日
韓
親
善
協

会
中
央
会
会
長

昨
年
の
日

韓
国
交
正
常
化
５０
周
年
の
記

念
事
業
の
開
催
に
際
し
て

は
、
貴
団
、
韓
日
親
善
協
会

中
央
会
、
そ
し
て
当
会
の
３

団
体
共
催
で
初
め
て
開
催
い

た
し
ま
し
た
「
日
韓
親
善
友

好
の
集
い
イ
ン
・
ソ
ウ
ル
」

で
は
１
２
０
０
人
が
集
ま
っ

た
の
も
、
ひ
と
え
に
貴
団
の

ご
尽
力
、
ご
協
力
の
お
か
げ

と
心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

こ
の
７０
年
、
日
韓
関
係
に

は
紆
余
曲
折
も
あ
り
ま
し
た

が
、
文
化
交
流
、
人
的
往
来
、

青
少
年
交
流
、
地
域
間
交
流

は
順
調
に
推
移
い
た
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
政

治
的
な
介
入
で
は
こ
こ
数
年

間
の
日
韓
関
係
は
多
く
の
問

題
点
を
抱
え
た
ま
ま
で
し
た

が
、
国
交
正
常
化
５０
周
年
の

土
壇
場
で
懸
案
事
項
の
一

つ
、
慰
安
婦
問
題
の
合
意
が

不
可
逆
的
に
な
さ
れ
、
政
治

レ
ベ
ル
で
も
先
の
見
え
る
状

況
に
な
り
、
ま
さ
に
未
来
志

向
で
の
協
力
関
係
は
第
一
歩

を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

日
韓
親
善
協
会
は
、
永
年

日
本
全
国
の
各
地
で
両
国
の

親
善
交
流
を
図
る
た
め
、
そ

の
多
く
を
貴
団
の
皆
様
と
二

人
三
脚
で
進
め
て
き
た
草
の

根
運
動
を
、
貴
団
７０
周
年
を

継
起
に
更
に
進
化
さ
せ
て
継

続
し
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

反
ヘ
イ
ト
社
会

実
現
め
ざ
そ
う

山
口
那
津
男
・
公
明
党
代

表

幾
世
代
に
わ
た
っ
て
多

く
の
困
難
を
乗
り
こ
え
て
、

時
代
の
流
れ
に
応
じ
た
粘
り

強
い
運
動
を
繰
り
広
げ
、
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
保
ち

な
が
ら
祖
国
に
も
貢
献
し
、

日
本
社
会
と
共
存
し
な
が
ら

今
日
の
繁
栄
を
迎
え
た
民
団

の
尽
力
に
心
か
ら
敬
意
を
表

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

日
韓
関
係
を
と
も
に
友
好

に
保
っ
て
い
く
こ
と
が
、
民

団
の
皆
様
の
生
活
基
盤
を
保

つ
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
を
是
正

す
る
た
め
の
法
律
を
先
の
国

会
で
つ
く
り
あ
げ
ま
し
た
。

差
別
的
言
動
が
横
行
し
て
い

る
日
本
の
社
会
は
恥
ず
か
し

い
。
そ
う
い
う
こ
と
が
自
然

に
な
く
な
る
よ
う
な
社
会
を

め
ざ
そ
う
と
い
う
の
が
国
会

の
決
意
で
す
。
反
ヘ
イ
ト
が

日
本
社
会
の
中
で
根
付
い
て

い
く
こ
と
を
目
標
に
し
た

い
。も

う
一
つ
は
８
回
目
に
な

る
日
韓
交
流
お
ま
つ
り
で

す
。
年
々
参
加
数
が
増
え
、

東
京
に
お
け
る
こ
の
イ
ベ
ン

ト
を
担
っ
て
こ
ら
れ
た
の

も
、
民
団
の
皆
様
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
、
草
の
根
で
民
団

と
と
も
に
地
域
で
暮
ら
し
、

と
も
に
進
む
社
会
を
築
い
て

い
き
た
い
。

前
に
進
む
動
き

さ
ら
な
る
加
速

岡
田
克
也
・
民
進
党
前
代

表

こ
の
間
、
民
団
の
皆
さ

ん
が
様
々
な
困
難
を
乗
り
越

え
て
、
今
日
の
確
固
た
る
地

位
を
築
か
れ
た
こ
と
を
心
か

ら
敬
意
を
表
す
も
の
で
す
。

日
本
と
韓
国
、
お
互
い
が

対
立
す
る
理
由
は
ど
こ
に
も

あ
り
ま
せ
ん
。
同
じ
価
値
観

を
も
ち
、
同
じ
民
主
国
家
と

し
て
協
力
の
絆
を
深
め
て
い

く
。
こ
れ
し
か
な
い
と
思
い

ま
す
。
先
ほ
ど
朴
槿
恵
大
統

領
も
ビ
デ
オ
の
中
で
ヘ
イ
ト

ス
ピ
ー
チ
の
話
を
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
私
が
昨
年
、
青
瓦

台
に
大
統
領
を
訪
ね
た
時

に
、
こ
の
話
が
出
ま
し
た
。

与
野
党
で
し
っ
か
り
協
力
し

て
、
法
律
を
成
立
さ
せ
る
と

い
う
話
を
し
た
が
、
そ
の
約

束
も
果
た
せ
て
大
変
嬉
し
く

思
っ
て
い
ま
す
。

両
国
間
は
今
、
前
を
向
い

て
動
き
出
し
ま
し
た
。
こ
の

動
き
を
さ
ら
に
加
速
化
さ
せ

て
い
く
の
が
、
私
た
ち
の
大

き
な
責
任
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
是
非
若
い
世
代
も
含
め
て

両
国
国
民
レ
ベ
ル
で
も
理
解

が
さ
ら
に
進
む
よ
う
に
努
力

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

地
方
参
政
権
の

付
与
は
当
然
だ

小
池
晃
・
日
本
共
産
党
書

記
局
長

民
団
の
皆
さ
ん
は

長
年
、
在
日
韓
国
人
の
生
活

と
権
利
を
守
り
、
民
族
の
文

化
、
日
韓
両
国
の
友
好
の
た

め
、
心
血
を
注
い
で
こ
ら
れ

ま
し
た
。

国
会
で
は
皆
さ
ん
の
強
い

後
押
し
も
あ
っ
て
、
超
党
派

の
取
り
組
み
で
ヘ
イ
ト
ス
ピ

ー
チ
対
策
法
が
成
立
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
終
着
点
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
７
月
の
都
知

事
選
挙
で
は
、
あ
の
在
特
会

の
前
会
長
が
立
候
補
し
、
ヘ

イ
ト
ス
ピ
ー
チ
を
繰
り
返
し

ま
し
た
。
自
分
た
ち
の
重
大

な
人
権
侵
害
が
、
司
法
に
よ

っ
て
厳
し
く
断
罪
さ
れ
た
集

団
の
中
心
人
物
が
、
こ
と
も

あ
ろ
う
に
選
挙
を
利
用
し
て

再
び
差
別
を
煽
る
。
こ
ん
な

こ
と
は
断
じ
て
許
さ
れ
ま
せ

ん
。地

方
参
政
権
も
大
き
な
課

題
で
す
。
も
と
も
と
日
本
で

こ
の
要
求
が
広
が
っ
た
の

は
、
戦
前
日
本
の
植
民
地
支

配
に
よ
っ
て
一
方
的
に
日
本

人
と
さ
れ
、
戦
後
は
国
籍
の

選
択
権
す
ら
与
え
ら
れ
ず
再

び
一
方
的
に
日
本
国
籍
を
喪

失
さ
せ
ら
れ
た
人
々
が
声
を

あ
げ
た
か
ら
で
す
。
こ
の
歴

史
を
踏
ま
え
て
、
日
本
国
憲

法
の
謳
う
地
方
自
治
の
精
神

と
世
界
の
流
れ
を
見
れ
ば
、

地
域
社
会
の
同
じ
一
員
で
あ

る
永
住
外
国
人
へ
の
地
方
参

政
権
の
付
与
は
当
然
で
す
。

ＳＢＪ銀行調べ
（１０月２５日現在）

１万円

８９，３１６
ウォン

１０５，４３９
ウォン

両替時

ウォン⇒円

円⇒ウォン

１万円

９６，６３７
ウォン

１０７，０７０
ウォン

送金時

韓国⇒日本

日本⇒韓国

韓
日
懸
け
橋
役
強
力
に

李
俊
揆
・
駐
日
大
韓
民
国
大
使

多様な時代 統合に向け先導

未
来
創
造
メ
ッ
セ
ー
ジ

民
団
創
立
７０
周
年

来
賓
の
祝
辞

韓

国

側

日

本

側

（２）２０１６年１０月２６日（水曜日）民 団 新 聞（第３種郵便物認可）第２８５２号



来賓や団員ら１０００人で埋め尽くされた祝賀会会場

第
１
部
式
典
は
新
た
な
飛
躍
を
誓
い
万
歳
三
唱
で
締
め
く
く
っ
た

大
使
と
中
央
団
長
か
ら
７０
周
年
特
別
表
彰
さ
れ
た
受
賞
者

式典と祝賀会には韓・日両国の議員ら約２００人の来賓が参席した

「
未
来
創
造
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
朗
読
す

る
林
裕
美
さ
ん

ス
テ
ー
ジ
で
は
Ｋ
―
Ｐ
Ｏ
Ｐ
で
祝
賀
ム
ー
ド

を
盛
り
上
げ
た
（
男
性
グ
ル
ー
プ
の
ノ
ー
テ

ィ
ー
ボ
ー
イ
ズ

下

と
ト
ロ
ッ
ト
の
王

子
、
パ
ク
・
ヒ
ョ
ン
ビ
ン

右
）

第
２
部
祝
賀
会
は
世
界
遺
産
の
農
楽
を
ア
レ

ン
ジ
し
た
サ
ム
ル
ノ
リ

上

と
国
技
の
テ

コ
ン
ド

右

で
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

祖
国
、同
胞
と
と
も
に
歩
ん
だ

７０
年

第２８５２号（第３種郵便物認可）民 団 新 聞２０１６年１０月２６日（水曜日）（３）



２１
日
の
民
団
創
団
７０
周
年

式
典
に
参
加
し
た
同
胞
は
感

慨
深
げ
に
過
去
を
振
り
返

り
、
次
世
代
育
成
へ
の
決
意

を
胸
に
刻
ん
だ
。

李
純
午
さ
ん
（
５０
、
民
団

宮
城
本
部
副
団
長
）
は
、
ア

ボ
ジ
が
創
団
７０
周
年
で
表
彰

さ
れ
る
の
を
見
て
、
今
日
の

民
団
を
私
た
ち
に
残
し
て
く

れ
た
先
人
た
ち
の
苦
労
を
し

の
ん
だ
と
い
う
。
「
民
団
は

一
つ
の
節
目
を
迎
え
て
い

る
。
こ
れ
か
ら
は
責
任
世
代

と
言
わ
れ
る
私
た
ち
が
後
継

世
代
を
育
成
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
自
ら
に

言
い
聞
か
せ
て
い
た
。

寿
隆
さ
ん
（
４４
、
民
団

兵
庫
・
東
神
支
部
支
団
長
）

も
「
私
た
ち
に
は
こ
れ
か
ら

新
た
な
民
団
を
創
り
だ
し
て

い
く
責
任
が
あ
る
」
と
語
っ

た
。

黄
昌
吉
さ
ん
（
６６
、
民
団

東
京
本
部
執
行
委
員
）
も
思

い
は
同
じ
。
「
式
典
の
内
容

は
よ
か
っ
た
。意
義
も
あ
る
。

だ
が
、
こ
れ
か
ら
の
民
団
を

担
う
次
世
代
の
育
成
に
つ
い

て
話
し
合
う
場
の
ほ
う
が
も

っ
と
重
要
だ
っ
た
の
で
は
な

い
か
」
と
付
け
加
え
た
。

李
英
俊
さ
ん
（
５５
、
民
団

広
島
団
長
）
は
「
７０
周
年
は

一
つ
の
区
切
り
だ
。
で
も
、

い
つ
ま
で
も
お
祝
い
気
分
に

浸
っ
て
い
る
わ
け
に
は
い
ら

れ
な
い
」
と
強
調
し
た
。

組
織
あ
れ
ば
こ
そ

李
和
枝
さ
ん
（
６４
、
元
東

京
韓
国
学
校
初
等
部
教
監
）

は
１
９
６
６
年
に
実
施
さ
れ

た
本
国
夏
季
学
校
の
第
４
期

生
。
「
在
日
と
し
て
の
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
強
く
持

つ
こ
と
が
で
き
た
の
も
、
民

団
と
い
う
大
き
な
バ
ッ
ク
グ

ラ
ウ
ン
ド
が
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
だ
と
思
い
ま
す
。
今
日
の

映
像
や
パ
ン
フ
を
見
な
が

ら
、
初
め
て
同
胞
を
見
た
感

動
と
、
本
名
で
名
乗
る
勇
気

を
与
え
て
く
れ
た
父
の
姿
が

だ
ぶ
り
、
胸
が
熱
く
な
り
ま

し
た
」
と
語
っ
た
。

朝
鮮
通
信
使
の
史
実
を
日

本
で
紹
介
し
た
在
日
同
胞
の

歴
史
研
究
家
、
故
辛
基
秀
夫

人
の
姜
鶴
子
さ
ん
（
８３
、
東

京
）
は
「
民
団
と
い
う
在
日

団
体
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、

娘
ら
は
差
別
さ
れ
な
が
ら
も

本
名
で
在
日
と
し
て
生
き
て

こ
ら
れ
た
と
思
う
。
在
日
同

胞
の
財
産
で
あ
る
民
団
を
、

次
世
代
が
大
切
に
し
て
ほ
し

い
」
と
述
べ
た
。

当
事
者
の
次
世
代
た
ち
は

ど
う
感
じ
た
か
？

奇
龍
寿
さ
ん
（
２０
、
学
生

会
中
央
本
部
会
長
）
は
「
映

像
や
祝
辞
を
通
し
て
民
団
の

歴
史
と
愛
国
・
愛
郷
心
を
あ

ら
た
め
て
知
っ
た
。
７０
年
の

歴
史
を
パ
ワ
ー
に
、
こ
れ
か

ら
の
民
団
を
し
っ
か
り
受
け

継
い
で
い
き
た
い
」
と
し
な

が
ら
、
「
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ

は
減
り
つ
つ
あ
る
が
ま
だ
根

絶
し
て
な
い
。
僕
た
ち
の
次

の
世
代
が
そ
ん
な
差
別
に
合

わ
な
い
よ
う
活
動
し
て
い
き

た
い
」
と
新
た
な
決
意
を
示

し
た
。

秋
貴
志
さ
ん
（
２８
、
青
年

会
中
央
副
会
長
）も「
１
世
、

２
世
ら
の
た
く
ま
し
さ
が
今

の
民
団
と
同
胞
社
会
を
創
っ

て
き
た
こ
と
を
実
感
し
た
。

先
輩
た
ち
に
負
け
な
い
組
織

づ
く
り
の
た
め
に
も
多
様
化

す
る
青
年
た
ち
の
意
見
を
収

れ
ん
し
て
い
き
た
い
」
と
語

っ
た
。

金得永校長の第１回講義に耳を傾ける受講生

【
鳥
取
】
２１
日
午
後
に
鳥

取
県
で
最
大
震
度
６
弱
の
地

震
が
発
生
し
た
。
県
内
の
団

員
に
人
命
被
害
や
家
屋
の
倒

壊
被
害
な
ど
は
な
か
っ
た
よ

う
だ
。
民
団
鳥
取
本
部
の
薛

幸
夫
団
長
ら
が
２４
日
早
朝
、

最
大
震
度
６
弱
を
観
測
し
た

中
部
に
暮
ら
す
同
胞
２０
世
帯

中
、
１３
軒
を
訪
ね
て
確
認
し

た
。２

軒
の
屋
根
瓦
が
落
下

し
、
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
が
か
け

ら
れ
て
い
た
。
ほ
と
ん
ど
の

家
で
タ
ン
ス
が
倒
れ
て
い
た

も
の
の
、
割
れ
た
食
器
な
ど

は
す
で
に
片
付
け
に
入
っ
て

い
た
と
い
う
。

薛
団
長
は
「
全
体
で
も
、

車
中
泊
す
る
同
胞
は
い
な

い
。
今
後
も
継
続
し
て
詳
細

に
調
べ
た
い
」
と
話
す
。

東
京
・
台
東
区
の
上
野
恩

賜
公
園
内
の
王
仁
博
士
顕
彰

碑
の
横
に
新
た
に
青
銅
刻
画

碑
が
建
立
さ
れ
た
。
社
団
法

人
韓
日
文
化
親
善
協
会
（
尹

在
明
会
長
）
の
創
立
４０
周
年

記
念
事
業
の
一
環
。
除
幕
式

は
１２
日
に
行
わ
れ
、
民
団
中

央
本
部
か
ら
呉
公
太
団
長
が

参
席
し
た
。

青
銅
刻
画
碑
は
縦
１
５
５

、
横
８９

、
奥
行
き
７９

。

韓
国
産
御
影
石
を
使
用
し
、

表
面
に
王
仁
博
士
の
肖
像
を

刻
ん
だ
。

尹
会
長
は
「
韓
日
間
で
王

仁
博
士
を
顕
彰
す
る
こ
と
は

私
の
夢
で
あ
り
、
生
涯
で
成

し
遂
げ
た
い
こ
と
の
一
つ
で

あ
っ
た
」と
喜
び
を
表
し
た
。

呉
団
長
は
「
韓
日
交
流
に

お
い
て
歴
史
的
に
意
義
深
い

王
仁
博
士
を
見
な
ら
い
、
民

団
も
両
国
の
親
善
交
流
に
寄

与
し
て
い
く
」
と
述
べ
た
。

社
団
法
人
日
韓
文
化
親
善

協
会
（
左
藤
章
会
長
）
か
ら

は
祝
辞
が
寄
せ
ら
れ
た
。

青
銅
碑
建
立
は
今
年
５

月
、
尹
会
長
が
日
韓
文
化
親

善
協
会
に
対
し
て
、
「
共
同

で
王
仁
博
士
を
顕
彰
し
た

い
」
と
申
し
入
れ
た
こ
と
か

ら
始
ま
っ
た
。
王
仁
博
士
と

同
郷
の
河
正
雄
さ
ん
（
秀
林

文
化
財
団
理
事
長
）
が
建
立

諮
問
委
員
長
を
務
め
、
韓
日

文
化
親
善
協
会
と
東
京
都
東

部
公
園
緑
地
事
務
所
の
間
に

立
っ
て
実
務
的
な
折
衝
を
進

め
て
き
た
。

王
仁
博
士
は
百
済
か
ら
渡

来
し
、
日
本
に
漢
字
（
千
字

文
）
と
論
語
を
伝
え
た
と
さ

れ
る
。

顕彰碑の横で行われた青銅刻画碑の除幕式

東
京
韓
国
学
校
（
呉
公
太

理
事
長
、
金
得
永
校
長
）
は

１９
日
、
公
開
講
座
「
韓
国
の

歴
史
と
文
化
の
理
解
」
を
新

規
開
講
し
た
。「
知
の
市
場
」

（
会
長
・
増
田
優
知
お
茶
の

水
女
子
大
学
教
授
）
と
の
共

催
。
増
田
会
長
の
呼
び
か
け

に
、
同
校
が
「
日
本
に
住
む

人
々
に
正
確
な
韓
国
の
歴
史

と
文
化
を
理
解
し
て
も
ら
お

う
」
と
応
じ
た
。

「
知
の
市
場
」
は
大
学
生

や
大
学
院
生
を
含
む
社
会
人

を
主
な
対
象
と
し
た
高
度
な

教
養
教
育
を
旨
と
す
る
講

座
。
２
０
０
４
年
か
ら
ス
タ

ー
ト
し
、
全
国
で
毎
年
２
８

０
０
人
以
上
が
受
講
し
て
い

る
。
１６
年
度
は
５６
科
目
を
開

講
中
。

第
１
回
は
金
校
長
が
日
本

語
で
「
古
朝
鮮
の
歴
史
と
文

化
」
を
テ
ー
マ
に
約
２
時
間

に
わ
た
っ
て
講
義
。
１６
人
が

受
講
し
た
。

東
京
・
世
田
谷
区
か
ら
や

っ
て
き
た
長
田
俊
雄
さ
ん

（
７７
）
は
「
素
晴
ら
し
い
講

義
で
す
。
専
門
的
で
新
し
い

発
見
が
あ
っ
た
」
と
喜
ん
で

い
た
。
杉
並
区
の
太
田
賢
治

さ
ん
（
６９
）
は
「
韓
国
史
を

東
ア
ジ
ア
全
体
と
い
う
大
き

な
広
が
り
の
中
で
位
置
づ
け

て
い
る
の
が
い
い
。
刺
激
を

受
け
た
」と
感
想
を
語
っ
た
。

科
目
は
大
き
く
「
古
代
韓

国
の
形
成
と
発
展
お
よ
び
文

化
芸
術
」、「
高
麗
と
朝
鮮
の

形
成
と
移
り
変
わ
り
」、「
近

現
代
史
の
変
化
」
の
３
つ
で

構
成
し
て
い
る
。
毎
週
水
曜

日
１８
時
３０
分
～
、
来
年
２
月

１
日
ま
で
の
全
１５
回
。

講
師
は
同
校
教
員
を
中
心

に
金
一
男
さ
ん
（
日
韓
詩
人

文
学
交
流
会
理
事
）
、
河
正

雄
さ
ん
（
秀
林
文
化
財
団
理

事
長
）
、
洪
政
國
さ
ん
（
在

日
韓
国
科
学
技
術
者
協
会
顧

問
）
な
ど
。

詳
細
は
同
校
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジw
w

w
.tokos.ed.jp

都心の江東区塩浜１丁目に建つ「故郷の家」

会場からステージを見守る参加者

【
大
阪
】
王
仁
博
士
の
墓

地
と
さ
れ
る
大
阪
府
枚
方
市

の
府
史
跡
「
伝
王
仁
墓
」
入

口
に
「
百
済
門
」
が
お
目
見

え
し
て
か
ら
今
年
で
１０
周

年
。
１４
日
、
同
所
で
記
念
の

式
典
が
行
わ
れ
た
。

主
催
の
社
団
法
人
韓
日
文

化
親
善
協
会
か
ら
尹
会
長
を

は
じ
め
３１
人
、
共
催
団
体
の

日
韓
文
化
親
善
協
会
か
ら
佐

藤
恵
前
会
長
、
枚
方
市
か
ら

は
山
下
寿
士
副
市
長
が
お
祝

い
に
駆
け
つ
け
た
。

尹
会
長
は
「
日
本
に
住
ん

で
い
る
同
胞
や
地
域
住
民

に
、
私
た
ち
の
文
化
交
流
を

ど
の
よ
う
に
伝
え
て
い
く
べ

き
か
、
日
韓
文
化
親
善
協
会

の
佐
藤
前
会
長
と
共
に
考

え
、
こ
れ
ま
で
活
動
し
て
き

た
。
今
日
の
日
を
迎
え
、
感

無
量
の
思
い
だ
」
と
喜
び
を

表
し
た
。

佐
藤
前
会
長
も
「
こ
の
大

阪
に
王
仁
博
士
を
伝
え
る
墓

が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
日

韓
交
流
に
お
い
て
責
任
が
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。
１０
周

年
を
迎
え
、
よ
り
一
層
親
善

交
流
が
前
進
す
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
る
」
と
述
べ
た
。

駐
大
阪
総
領
事
館
の
河
泰

允
総
領
事
は
「
韓
日
両
国
が

近
く
に
い
る
友
人
と
し
て
こ

れ
か
ら
も
共
存
共
栄
に
努
力

し
て
い
こ
う
」
と
激
励
。
民

団
大
阪
本
部
の
李
龍
権
副
団

長
も
「
こ
れ
か
ら
の
新
た
な

１
０
０
年
に
向
け
て
、
親
善

が
よ
り
一
層
深
ま
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
る
」と
述
べ
た
。

長
年
、
墓
の
周
囲
を
整
備

し
、
無
窮
花
の
苗
木
を
植
樹

し
て
き
た
「
王
仁
塚
の
環
境

を
守
る
会
」
の
吉
留
一
夫
会

長
と
、
百
済
門
を
建
設
し
た

李

守
さ
ん
に
尹
会
長
か
ら

感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
。

多
文
化
共
生
の
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
「
故
郷
の
家
・

東
京
」
が
、
都
心
の
江
東
区

塩
浜
１
丁
目
に
完
成
し
た
。

運
営
主
体
の
社
会
福
祉
法
人

「
こ
こ
ろ
の
家
族
」
（
尹
基

理
事
長
）
と
民
間
の
支
援
団

体
「
在
日
韓
国
老
人
ホ
ー
ム

を
つ
く
る
会
」
が
「
キ
ム
チ

と
梅
干
し
の
食
べ
ら
れ
る
高

齢
者
福
祉
施
設
を
東
京
に
」

と
の
夢
を
思
い
描
い
て
か
ら

す
で
に
３０
年
。
よ
う
や
く
念

願
が
か
な
っ
た
。

敷
地
は
旧
農
林
水
産
省
食

料
消
費
技
術
研
修
館
の
跡

地
。
約
７
０
０
坪
を
国
か
ら

借
り
た
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
り
５
階
建
て
。
総
工
費

は
約
３０
億
円
。
定
員
は
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
、
ケ
ア
ハ
ウ
ス
な

ど
計
１
４
８
人
。
１
階
に
は

地
域
住
民
が
施
設
利
用
者
と

交
流
し
な
が
ら
文
化
的
な
活

動
を
す
る
「
地
域
交
流
ス
ペ

ー
ス
を
設
け
た
。

１７
日
、
同
ス
ペ
ー
ス
で
の

竣
工
記
念
式
典
に
は
関
係
者

５
０
０
人
が
出
席
し
た
。
地

元
江
東
区
か
ら
山

孝
明
区

長
と
堀
川
幸
志
区
議
会
議

長
、金
大
中
元
大
統
領
夫
人
、

尹
理
事
長
の
出
身
地
、
全
羅

南
道
木
浦
市
か
ら
朴
洪
律
市

長
ら
が
参
席
し
、
そ
れ
ぞ
れ

祝
辞
を
述
べ
た
。

尹
理
事
長
は
「
関
西
の
経

験
を
も
と
に
、
東
京
の
事
情

に
合
わ
せ
た
多
文
化
が
共
生

す
る
福
祉
施
設
を
め
ざ
す
」

と
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

入
所
者
受
け
入
れ
は
１１
月

１
日
か
ら
。
社
会
福
祉
法
人

こ
こ
ろ
の
家
族
で
は
１
口
１

０
０
０
円
か
ら
の
寄
付
に
協

力
し
て
く
れ
る
「
応
援
団
」

も
募
集
中
。
問
い
合
わ
せ
は

故
郷
の
家
・
東
京
（
０
３
・

３
６
４
４
・
０
５
５
５
）。

墓前で祭礼を行う関係者

【
広
島
】
呉
市
の
下
蒲
刈

島
で
１６
日
、
江
戸
時
代
の
朝

鮮
通
信
使
の
再
現
行
列
が
行

わ
れ
、
住
民
ら
約
２
２
０
人

が
市
役
所
下
蒲
刈
市
民
セ
ン

タ
ー
か
ら
下
蒲
刈
中
学
校
ま

で
の
松
並
木
や
石
畳
の
続
く

海
岸
沿
い
の
道
を
歩
い
た
。

先
頭
は
「
楽
人
」
に
扮
し

て
リ
ズ
ム
を
刻
む
青
年
会
広

島
本
部
の
サ
ム
ル
ノ
リ
隊
。

民
団
本
・
支
部
と
婦
人
会
も

民
族
色
あ
ふ
れ
る
衣
装
を
ま

と
っ
て
行
列
に
加
わ
っ
た
。

「
副
使
」
に
は
李
英
俊
団
長

が
扮
し
た

写
真
。「
国
書
」

の
交
換
が
行
わ
れ
た
下
蒲
刈

中
学
校
で
は
両
国
の
参
加
者

が
伝
統
音
楽
に
合
わ
せ
て
一

緒
に
踊
る
場
面
も
あ
っ
た
。

下
蒲
刈
島
は
当
時
、
広
島

藩
の
接
待
所
に
定
め
ら
れ
、

島
を
挙
げ
て
朝
鮮
通
信
使
を

歓
待
し
た
こ
と
で
知
ら
れ

る
。
感
激
し
た
通
信
使
一
行

は「
安
芸
蒲
刈
御
馳
走
一
番
」

と
称
え
た
と
い
う
。

釜
山
と
下
関
市
が

姉
妹
都
市
４０
周
年

式
典
に
市
民
訪
韓
団

【
釜
山
】
釜
山
市
（
徐
秉

洙
市
長
）
と
下
関
市
（
中
尾

友
昭
市
長
）
が
姉
妹
友
好
都

市
の
関
係
を
結
ん
で
今
年
で

４０
周
年
。
こ
れ
を
記
念
し
て

１８
日
、
釜
山
市
で
行
わ
れ
た

式
典
に
下
関
市
か
ら
中
尾
市

長
を
団
長
と
す
る
市
民
訪
問

団
１
０
０
人
が
参
加
し
た

写
真
。
民
団
山
口
本
部
か
ら

は
姜
昌
憲
団
長
を
は
じ
め
と

す
る
１５
人
が
加
わ
っ
た
。

釜
山
市
の
徐
市
長
は
「
わ

れ
わ
れ
両
市
の
交
流
は
、
両

市
の
み
の
発
展
だ
け
で
は
な

く
、
韓
日
両
国
の
真
の
協
力

時
代
を
導
く
も
の
で
あ
る
と

思
っ
て
い
る
」
と
述
べ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
下
関
市
の

中
尾
市
長
は
「
先
人
た
ち
は

ほ
ん
と
う
に
貴
重
な
遺
産
を

残
し
て
く
れ
た
と
喜
ん
で
も

ら
え
る
よ
う
、
お
互
い
誠
意

と
信
義
に
満
ち
た
交
流
を
積

み
重
ね
て
い
き
た
い
」
と
応

じ
た
。

お
祝
い
に
下
関
の
上
臈

（
じ
ょ
う
ろ
う
）
道
中
や
釜

山
の
伝
統
舞
踊
が
披
露
さ

れ
、文
化
交
流
が
行
わ
れ
た
。

民
団
仙
北
支
部
が

「
韓
国
館
」ブ
ー
ス

大
崎
国
際
交
流
フ
ェ
ス

【
宮
城
】
民
団
宮
城
・
仙

北
支
部
（
李

子
支
団
長
）

は
９
日
、
大
崎
市
古
川
総
合

体
育
で
開
催
さ
れ
た
「
第
１０

回
大
崎
国
際
交
流
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
」
に
協
賛
し
、
「
韓

国
館
」
と
銘
打
っ
た
ブ
ー
ス

を
開
設
し
た
。

ブ
ー
ス
の
前
に
は
長
い
行

列
が
続
き
、
プ
ル
コ
ギ
丼
、

チ
ヂ
ミ
、
キ
ム
チ
合
わ
せ
て

７
０
０
食
を
完
売
し
た
。

春
日
井
祭
り
で
も

【
愛
知
】
市
民
あ
げ
て
の

参
加
で
毎
年
に
ぎ
わ
う
春
日

井
ま
つ
り
に
、
婦
人
会
春
日

井
支
部
（
任
南
先
会
長
）
が

今
年
も
チ
ヂ
ミ
を
は
じ
め
と

す
る
韓
国
食
材
の
ブ
ー
ス
を

出
店
し
た

写
真
。

ま
つ
り
は
１５
、
１６
の
両

日
、
市
庁
舎
と
そ
の
周
辺
で

開
催
さ
れ
た
。
婦
人
会
の
チ

ヂ
ミ
は
人
気
を
呼
び
、
大
村

秀
章
県
知
事
も
試
食
に
訪
れ

た
ほ
ど
。
自
家
製
の
シ
ッ
ケ

も
「
冷
た
く
て
お
い
し
い
」

と
好
評
だ
っ
た
。

任
会
長
は
「
会
員
み
な
さ

ん
の
協
力
で
チ
ヂ
ミ
も
よ
く

売
れ
た
。
こ
れ
か
ら
も
地
域

に
根
差
し
た
交
流
を
深
め
て

い
き
た
い
」と
喜
ん
で
い
た
。

同
胞
高
齢
者
ら

百
人
招
き
慰
労

婦
人
会
奈
良
本
部

【
奈
良
】
婦
人
会
奈
良
本

部（
李
明
美
会
長
）は
１６
日
、

県
内
の
高
齢
同
胞
を
奈
良
市

内
の
ホ
テ
ル
に
招
き
、
慰
労

し
た
。
民
団
奈
良
本
部
の
黄

泰
壽
団
長
や
奈
良
韓
商
の
李

徳
秀
会
長
、
婦
人
会
中
央
本

部
の
劉
代
永
監
査
、
趙
允
彗

領
事
ら
来
賓
を
含
め
１
０
０

人
が
出
席
し
た
。

李
会
長
は
「
心
ば
か
り
の

交
流
会
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ

い
。
来
年
も
元
気
な
姿
で
会

い
ま
し
ょ
う
」と
あ
い
さ
つ
。

黄
団
長
も
「
昔
話
に
花
を
咲

か
せ
、
明
日
へ
の
活
力
に
し

て
く
だ
さ
い
」と
激
励
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
で
は
同
本
部
オ

モ
ニ
コ
ー
ラ
ス
が
自
慢
の
歌

を
披
露
し
た
。

■
民
団
関
連
行
事

◆
東

京

▽
世
田
谷
支
部
「
秋
の
日
韓

親
善
旅
行
」

３
～
４
日
９

時
／
焼
津
黒
潮
温
泉
▽
目
黒

支
部
「
秋
の
親
睦
旅
行
」

３
～
５
日
９
時
半
／
三
重
県

伊
勢
志
摩
▽
板
橋
支
部
「
秋

の
親
睦
旅
行
」

６
～
７
日

９
時
／
土
肥
ふ
じ
や
ホ
テ
ル

▽
江
東
支
部
「
ゴ
ル
フ
コ
ン

ペ
」

９
日
９
時
３７
分
／
京

カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
▽
荒
川

支
部
「
敬
老
会
旅
行
」

１３

～
１４
日
／
長
生
温
泉
太
陽
の

里
▽
足
立
支
部
「
秋
の
親
睦

旅
行
」

１３
～
１４
日
／
熱
川

温
泉
▽
江
東
支
部
「
秋
の
日

帰
り
旅
行
」

２０
日
８
時
／

大
洗
め
ん
た
い
パ
ー
ク
▽
大

田
支
部
「
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
」

２２
日
８
時
／
木
更
津
ゴ
ル

フ
ク
ラ
ブ
▽
関
東
地
協
「
婚

活
パ
ー
テ
ィ
ー
ｉ
ｎ
Ｔ
Ｏ
Ｋ

Ｙ
Ｏ
」

２６
日
１５
時
／
ホ
テ

ル
パ
ー
ク
サ
イ
ド
▽
新
宿
支

部
「
秋
の
親
睦
旅
行
」

２６

～
２７
日
／
伊
豆
大
島

◆
神
奈
川

▽
本
部
「
民
団
神
奈
川
生
活

相
談
セ
ン
タ
ー
開
設
式
」

１
日
１６
時
半
／
本
部
会
館
▽

本
部
「
テ
コ
ン
ド
ー
体
験
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

１２
日
１３

時
／
本
部
会
館
▽
神
奈
川
韓

国
綜
合
教
育
院
「
コ
リ
ア
ン

カ
ル
チ
ャ
ー
サ
ロ
ン
」

１５

日
１８
時
半
／
本
部
会
館
▽
本

部
「
ポ
ジ
ャ
ギ
体
験
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」

１９
～
２０
日
１３

時
／
本
部
会
館
▽
川
崎
支
部

「
支
部
創
立
７０
周
年
記
念
式

典
」

２０
日
１８
時
／
川
崎
日

航
ホ
テ
ル
▽
神
奈
川
韓
国
綜

合
教
育
院
「
韓
国
語
ス
ピ
ー

チ
大
会
」

２６
日
１０
時
／
本

部
会
館

◆
千

葉

▽
本
部
「
イ
モ
掘
り
会
」

５
日
１１
時
／
千
葉
市
緑
区

◆
山

梨

▽
本
部
「
オ
リ
ニ
冬
季
セ
ミ

ナ
ー
」

１２
日
８
時
／
中
央

会
館
ほ
か

◆
栃

木

▽
本
部
「
韓
国
文
化
遺
跡
探

訪
・
親
睦
研
修
会
」

１３
～

１４
日
／
那
須
国
造
碑
ほ
か
▽

本
部
「
地
域
住
民
交
流
会
」

２６
日
１３
時
／
栃
木
県
国
際

交
流
セ
ン
タ
ー

◆
埼

玉

▽
中
央
支
部
「
組
織
強
化
研

修
旅
行
」

６
～
７
日
９
時

／
福
島
県
母
畑
温
泉
▽
本
部

「
秋
季
同
胞
大
運
動
会
」

１２
日
１１
時
／
蕨
市
民
公
園
▽

埼
玉
韓
商
「
デ
ィ
ナ
ー
シ
ョ

ー
」

１８
日
１２
時
半
／
浦
和

ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
▽
埼
玉

韓
国
教
育
院
「
韓
国
人
学
生

ウ
リ
マ
ル
弁
論
大
会
」

１９

日
１３
時
／
本
部
会
館

◆
群

馬

▽
本
部「
韓
国
料
理
Ｐ
Ｒ
」

１９
日
１２
時
／
桐
生
韓
国
会
館

◆
静

岡

▽
本
部「
韓
国
文
化
サ
ロ
ン
」

７
・
１４
・
２１
日
１４
時
半
／

本
部
会
館
▽
本
部
「
法
律
セ

ミ
ナ
ー
生
活
相
談
会
」

１０

日
１０
時
／
本
部
会
館

◆
長

野

▽
長
野
韓
国
教
育
院
「
韓
国

語
ス
ピ
ー
チ
大
会
」

２６
日

１３
時
／
本
部
会
館

◆
新

潟

▽
本
部
「
敬
老
健
康
セ
ミ
ナ

ー
」

７
～
８
日
／
長
野
野

沢
温
泉

◆
宮

城

▽
本
部
「
在
日
同
胞
セ
ミ
ナ

ー
」

４
日
１６
時
／
本
部

◆
北
海
道

▽
駐
札
幌
韓
国
総
領
事
館

「
開
館
５０
周
年
特
別
講
演
」

２
日
１７
時
／
ロ
イ
ト
ン
札

幌
▽
札
幌
韓
国
教
育
院
「
韓

国
語
弁
論
大
会
」

２６
日
１３

時
／
道
立
近
代
美
術
館
▽
札

幌
日
韓
親
善
協
会
「
韓
国
の

家
庭
料
理
と
マ
ッ
コ
リ
を
楽

し
む
会
」

２８
日
１８
時
／
札

幌
パ
ー
ク
ホ
テ
ル

◆
岩

手

▽
本
部
・
岩
手
県
日
韓
親
善

協
会
「
韓
日
親
善
韓
国
料
理

講
習
会
」

１２
日
１０
時
／
都

南
キ
ャ
ラ
ホ
ー
ル

◆
秋

田

▽
本
部
「
民
団
７０
周
年
創
立

記
念
講
演
会
と
友
好
の
つ
ど

い
」

８
日
１４
時
／
秋
田
キ

ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル

◆
愛

知

▽
婦
人
会
愛
知
本
部
「
卓
球

大
会
」

３
日
９
時
／
日
本

ガ
イ
シ
ホ
ー
ル
▽
名
古
屋
韓

国
学
校
「
文
化
祭
・
ス
ピ
ー

チ
大
会
」

６
日
１０
時
／
本

部
会
館
▽
駐
名
古
屋
総
領
事

館
・
中
部
韓
国
人
連
合
会「
韓

国
フ
ェ
ス
タ
ｉ
ｎ
名
古
屋
」

５
～
６
日
１１
時
／
イ
オ
ン

モ
ー
ル
名
古
屋
茶
屋
▽
瀬
戸

・
尾
張
・
長
久
手
地
区
日
韓

親
善
協
会
「
瀬
戸
市
・
利
川

市
姉
妹
提
携
提
携
１０
周
年
記

念
韓
国
交
流
事
業
」

５
日

１３
時
・
６
日
１０
時
／
水
南
公

民
館
・
デ
ジ
タ
ル
リ
サ
ー
チ

パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
▽
新
西
支

部
「
料
理
教
室
」

１２
日
１０

時
／
支
部
会
館
▽
新
西
支
部

「
韓
国
旅
行
」

１３
～
１６
日

▽
本
部
「
韓
日
歴
史
・
文
化

フ
ォ
ー
ラ
ム
」

１９
日
１４
時

／
本
部
会
館
▽
豊
橋
支
部

「
韓
国
旅
行
」

２０
～
２３
日

▽
名
南
支
部
「
韓
国
旅
行
」

２８
～
１２
月
１
日

◆
大

阪

▽
大
阪
日
韓
親
善
協
会
「
創

立
４０
周
年
記
念
総
会
」

２

日
１７
時
半
／
道
頓
堀
ホ
テ
ル

▽
金
剛
学
園
「
中
・
高
等
学

校
金
剛
祭
」

３
日
９
時
／

同
校
▽
大
阪
日
韓
親
善
協
会

「
博
士
王
仁
ま
つ
り
」

３

日
１０
時
／
伝
王
仁
墓
▽
在
日

韓
国
奨
学
会
「
創
立
６０
周
年

記
念
講
演
会
・
記
念
式
典
・

祝
宴
」

５
日
１１
時
・
１２
時

・
１２
時
５０
分
／
大
阪
新
阪
急

ホ
テ
ル
▽
金
剛
学
園
「
小
学

校
生
活
発
表
会
」

１２
日
９

時
／
同
校
▽
金
剛
学
園
「
オ

ー
プ
ン
テ
コ
ン
ド
選
手
権
大

会
」

１３
日
１０
時
／
同
校
▽

近
畿
地
協
「
近
畿
ブ
ラ
イ
ダ

ル
パ
ー
テ
ィ
ー
」

１３
日
１３

時
／
本
部
会
館

◆
兵

庫

▽
婦
人
会
兵
庫
本
部
「
コ
ー

ラ
ス
部
ナ
ザ
レ
園
訪
問
」

６
～
８
日
／
釜
山
▽
西
宮
支

部
「
韓
国
歌
謡
ノ
レ
教
室
発

表
会
」

６
日
１５
時
／
支
部

会
館
▽
神
戸
綜
合
教
育
院

「
大
学
生
韓
国
語
自
白
場
」

１２
日
１３
時
／
本
部
会
館
▽

東
神
支
部
「
映
画
会
」

１３

日
１３
時
半
／
支
部
会
館
▽
西

神
支
部
「
韓
国
舞
踊
公
演
～

共
に
生
き
る
美
し
き
同
行

～
」

１３
日
１４
時
／
Ａ
ｒ
ｔ

Ｔ
ｈ
ｅ
ａ
ｔ
ｅ
ｒ

ｄ
Ｂ

Ｋ
ｏ
ｂ
ｅ
▽
兵
庫
韓
商

「
兵
庫
韓
商
杯
」

１７
日
９

時
３８
分
／
マ
ス
タ
ー
ズ
ゴ
ル

フ
倶
楽
部
▽
西
宮
支
部
「
ゴ

ル
フ
コ
ン
ペ
」

１９
日
９
時

／
北
六
甲
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ

ブ
▽
西
宮
支
部
「
特
別
講
演

会
」

２０
日
１６
時
／
支
部
会

館
▽
兵
庫
韓
商
・
兵
庫
青
商

「
懇
親
行
事
」

２４
日
９
時

３６
分
／
オ
リ
ム
ピ
ッ
ク
ゴ
ル

フ
倶
楽
部
▽
尼
崎
・
西
宮
・

宝
塚
・
伊
丹
支
部
「
４
支
部

合
同
歴
史
探
訪
ツ
ア
ー
」

２７
日
西
宮
・
伊
丹
７
時
４５
分

尼
崎
・
宝
塚
８
時
１５
分
／
奈

良
県
飛
鳥
寺
ほ
か

◆
京

都

▽
京
都
韓
国
教
育
院
「
奨
学

金
伝
達
式
」

２
日
１１
時
／

本
部
会
館
▽
本
部
・
京
都
韓

国
教
育
院
「
韓
国
語
マ
ル
ハ

ギ
大
会
」

１２
日
１３
時
／
本

部
会
館
▽
伏
見
支
部
「
バ
ス

旅
行
」

１３
日
９
時
／
浮
島

丸
記
念
碑
ほ
か

◆
奈

良

▽
本
部
「
１０
月
の
マ
ダ
ン
」

５
日
１１
時
／
焼
肉
大
使
館

▽
桜
井
支
部
「
支
部
活
性
化

事
業
」

２０
日
１１
時
／
粟
殿

公
民
館
▽
本
部
・
奈
良
韓
国

教
育
院
「
韓
国
語
ス
ピ
ー
チ

大
会
」

２６
日
１３
時
／
本
部

会
館

◆
滋

賀

▽
膳
所
支
部
「
朝
鮮
通
信
使

の
講
演
会
」

３
日
１１
時
／

大
津
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
▽
本

部
「
ツ
ア
ー
朝
鮮
通
信
使
の

足
跡
を
訪
ね
て
」

１３
日
９

時
半
／
雨
森
芳
州
庵
ほ
か

◆
和
歌
山

▽
本
部
・
和
歌
山
日
韓
親
善

協
会
「
韓
日
親
善
ゴ
ル
フ
大

会
」

１６
日
９
時
半
／
サ
ン

リ
ゾ
ー
ト
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ

ブ
▽
和
歌
山
日
韓
親
善
協
会

「
韓
日
親
善
映
画
祭
」

２２

日
１８
時
／
ダ
イ
ワ
ロ
イ
ネ
ッ

ト
ホ
テ
ル
和
歌
山

◆
広

島

▽
広
島
韓
商
「
総
領
事
メ
ッ

セ
ー
ジ
・
新
井
英
一
ラ
イ
ブ

デ
ィ
ナ
ー
シ
ョ
ー
」

２
日

１７
時
半
／
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ

テ
ル
広
島
▽
本
部
ほ
か
「
チ

ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
」

４
日
９
時
／
安
芸
カ
ン
ト

リ
ー
ク
ラ
ブ
▽
本
部
・
広
島

日
韓
親
善
協
会
「
韓
日
ス
ピ

ー
チ
＆
交
流
」

１２
日
１３
時

／
市
留
学
生
会
館
▽
広
島
教

育
院「
全
羅
南
道
現
場
学
習
」

１４
～
１９
日
／
全
羅
南
道
▽

東
支
部
「
忘
年
会
」

２６
日

１１
時
／
広
島
韓
国
会
館
▽
西

支
部
「
忘
年
会
」

２７
～
２８

日
／
似
島
高
見
亭
▽
本
部

「
忘
年
会
」

２８
日
１８
時
／

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
広
島

◆
岡

山

▽
津
山
支
部「
バ
ス
旅
行
」

１２
日
９
時
／
湯
村
温
泉
▽
岡

山
韓
国
教
育
院
「
Ｋ
Ｏ
Ｒ
Ｅ

Ａ
Ｎ

Ｓ
ｐ
ｅ
ｅ
ｃ
ｈ

Ｃ

ｏ
ｎ
ｔ
ｅ
ｓ
ｔ
」

１２
日
１４

時
／
本
部
会
館
▽
倉
敷
支
部

「
送
年
会
」

２７
日
１１
時
／
倉

敷
ふ
れ
あ
い
会
館
▽
本
部
・

岡
山
日
韓
親
善
協
会
「
韓
日

友
好
マ
ダ
ン
ゴ
ル
フ
大
会
」

３０
日
８
時
／
東
児
が
丘
マ

リ
ン
ヒ
ル
ズ
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

◆
山

口

▽
山
口
韓
商
・
山
口
青
商「
韓

国
語
弁
論
大
会
」

２０
日
１２

時
／
シ
ー
モ
ー
ル
ホ
ー
ル
▽

下
関
支
部
・
婦
人
会
下
関
支

部
「
合
同
忘
年
会
」

２７
日

１８
時
／
シ
ー
モ
ー
ル
パ
レ
ス

◆
福

岡

▽
駐
福
岡
韓
国
総
領
事
館

「
韓
流
食
卓
へ
の
ご
招
待
」

１
日
１８
時
半
／
ヒ
ル
ト
ン

シ
ー
ホ
ー
ク
ホ
テ
ル
▽
本
部

「
民
団
福
岡
７０
周
年
記
念
式

典
」

６
日
１４
時
／
八
仙
閣

◆
長

崎

▽
本
部
「
創
団
７０
周
年
記
念

式
典
」

６
日
１２
時
／
矢
太

楼

◆
宮

崎

▽
本
部「
韓
日
友
好
の
夕
べ
」

１８
日
１８
時
半
／
宮
崎
観
光

ホ
テ
ル

◆
沖

縄

▽
本
部
「
Ｋ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｎ

Ｆ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｌ

Ｉ
Ｎ

Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｗ
Ａ
」

２０

日
１１
時
／
那
覇
市
立
壺
屋
小

学
校

◆
愛

媛

▽
本
部
「
韓
日
フ
ェ
ス
タ
イ

ン
Ｅ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
」

１３
日
１６

時
／
松
山
全
日
空
ホ
テ
ル

◆
高

知

▽
本
部
「
１０
月
の
マ
ダ
ン
」

６
日
１１
時
／
ち
よ
り
街
テ

ラ
ス
▽
本
部
「
四
万
十
平
和

の
塔
訪
問
」

２３
日
１１
時
／

津
賀
ダ
ム
平
和
祈
念
碑

■
そ
の
他
イ
ベ
ン
ト

◆
東

京

▽
実
行
委
員
会
「
新
大
久
保

映
画
祭
」

３
～
７
日
／
韓

国
文
化
院
ほ
か
▽
実
行
委
員

会
「
ふ
る
さ
と
渋
谷
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」

５
～
６
日
／

代
々
木
公
園
▽
実
行
委
員
会

「
大
田
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
」

１２
～
１３
日
／
平
和
島
公
園

▽
民
団
韓
食
ネ
ッ
ト
協
議
会

「
日
韓
グ
ル
メ
フ
ェ
ア
」

４

～
６
日
／
浅
草
六
区
ブ
ロ
ー

ド
ウ
エ
イ
他
▽
韓
国
農
林
畜

産
食
品
部
「
Ｋ
―
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ

フ
ェ
ス
タ
２
０
１
６
・
イ
ン

東
京
」

４
～
６
日
／
新
宿

歌
舞
伎
町
シ
ネ
シ
テ
ィ
広
場

◆
愛

知

▽
東
海
市「
東
海
秋
ま
つ
り
」

５
～
６
日
１０
時
／
元
浜
公

園
周
辺
▽
岡
崎
市
「
岡
崎
城

下
家
康
公
秋
ま
つ
り
」

５

～
６
日
１０
時
／
岡
崎
公
園

◆
大

阪

▽
実
行
委
員
会
「
東
大
阪
国

際
交
流
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

３
日
１０
時
／
三
ノ
瀬
公
園

▽
実
行
委
員
会
「
四
天
王
寺

ワ
ッ
ソ
」

６
日
１０
時
半
／

史
跡
な
に
わ
の
宮
跡
▽
高
麗

貿
易
ジ
ャ
パ
ン
「
Ｋ
Ｏ
Ｔ
Ｉ

杯
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
」

２６
日

８
時
／
コ
マ
カ
ン
ト
リ
ー
倶

楽
部

◆
兵

庫

▽
宝
塚
市
「
宝
塚
民
族
ま
つ

り
」

６
日
１１
時
／
光
明
小

学
校
▽
相
生
記
念
碑
守
る
会

「
韓
国
・
朝
鮮
人
無
縁
仏
追

悼
式
」

６
日
１３
時
／
相
生

市
古
池
東
部
墓
園

◆
京

都

▽
キ
ョ
レ
オ
ル
サ
ル
リ
ギ
国

民
運
動
本
部「
耳
塚
慰
霊
祭
」

１０
日
１０
時
／
耳
塚

◆
和
歌
山

▽
和
歌
山
県
人
権
啓
発
セ
ン

タ
ー
「
人
権
フ
ェ
ス
タ
」

１９
日
９
時
／
和
歌
山
ビ
ッ
グ

ホ
エ
ー
ル

◆
広

島

▽「
安
芸
区
民
祭
り
」

１３
日

８
時
／
安
芸
区
役
所
▽
広
島

平
和
文
化
セ
ン
タ
ー
「
国
際

交
流
協
力
の
日
」

２０
日
１０

時
／
広
島
国
際
会
議
場
付
近

◆
岡

山

▽
実
行
委
員
会
「
瀬
戸
内
牛

窓
国
際
交
流
フ
ェ
ス
タ
」

６
日
１０
日
／
牛
窓

◆
島

根

▽
奥
出
雲
町
文
化
協
会
「
お

く
か
る
フ
ェ
ス
タ
」

３
日

１０
時
／
役
場
仁
多
庁
舎

◆
山

口

▽
下
関
市「
海
峡
マ
ラ
ソ
ン
」

６
日
８
時
／
下
関
市
内
▽

「
リ
ト
ル
釜
山
フ
ェ
ス
タ
」

２３
日
１０
時
／
グ
リ
ー
ン
モ

ー
ル
商
店
街

◆
福

岡

▽
慶
北
大
学
「
大
牟
田
炭
鉱

跡
と
慰
霊
碑
探
訪
」

１１
日

１２
時
／
同
三
井
三
池
炭
鉱

「
百
済
門
」１０
周
年
式
典
「
伝
王

仁
墓
」

韓日交流の先駆者

王仁博士を顕彰
韓日文化親善協会４０周年記念事業

新
た
に
青
銅
刻
画
碑
も
上
野

公
園

次
世
代
育
成
へ
決
意

創
団
７０
周
年

式
典
参
加
者

「
新
た
な
民
団
創
る
」

目
立
っ
た
被
害
な
し

鳥
取
地
震

現
地
調
査
で
確
認

「
故
郷
の
家
・
東
京
」竣
工

多
文
化
共
生
の
特
養
ホ
ー
ム

「
知
の
市
場
」講
座
始
ま
る

東
京
韓
学
「
韓
国
の
歴
史
と
文
化
」

呉市で「朝鮮通信使」再現 民団中心に２２０人

１１月の

予 定
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【
大
阪
】
同
胞
と
日
本
人
が
一
緒

に
な
り
、
運
動
会
で
汗
を
流
す
「
２

０
１
６
ハ
ン
マ
ダ
ン
イ
ン
大
阪
」
が

２３
日
、
大
阪
市
の
大
阪
城
公
園
太
陽

の
広
場
で
行
わ
れ
た
。
ス
ロ
ー
ガ
ン

は
「
韓
日
親
善
の
ハ
ナ
を
咲
か
そ

う
」
。
民
団
大
阪
本
部
（
鄭
鉉
権
団

長
）
と
そ
の
傘
下
団
体
を
中
心
に
１１

団
体
が
実
行
委
員
会
を
構
成
。
団
員

と
日
本
人
の
有
志
約
２
５
０
０
人

（
主
催
者
発
表
）
が
参
加
し
た
。

開
会
に
先
だ
っ
て
大
会
長
の
鄭
団

長
が
「
私
た
ち
の
地
域
社
会
を
よ
り

住
み
良
い
多
文
化
共
生
社
会
に
し
て

い
こ
う
」
と
呼
び
か
け
た
。

駐
大
阪
総
領
事
館
の
河
泰
允
総
領

事
も
「
同
胞
が
地
域
社
会
の
構
成
員

と
し
て
誇
り
を
持
ち
、
い
き
い
き
と

し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
力
を
合
わ
せ
て
い
こ
う
」
と
激

励
し
た
。

障
害
物
競
走
で
開
幕
。
綱
引
き
、

玉
入
れ
と
続
い
た
。
最
後
は
韓
国
民

謡
に
合
わ
せ
、
参
加
者
が
一
緒
に
な

っ
て
歌
い
踊
っ
た
。

応
援
席
横
の「
グ
ル
メ
コ
ー
ナ
ー
」

で
は
婦
人
会
大
阪
本
部
（
金
秋
江
会

長
）
が
韓
国
食
な
ど
４
種
、
約
千
食

を
準
備
し
、
完
売
し
た
。

団
員
か
ら
は
「
久
々
の
運
動
会
で

楽
し
か
っ
た
」
「
こ
う
い
っ
た
老
若

男
女
が
一
緒
に
楽
し
め
る
場
を
も
っ

と
つ
く
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
声
が

聞
か
れ
た
。

老いも若きも童心に返って玉入れに夢中

全
日
本
自
治
団
体
労
働
組
合
（
自
治
労
、
東
京
都
千
代
田
区
）
は
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
（
憎
悪
扇
動
）
を
含
め
、

包
括
的
な
人
種
差
別
撤
廃
政
策
に
向
け
て
の
モ
デ
ル
条
例
案
を
公
表
し
た
。
条
例
案
は
国
会
で
５
月
に
成
立
し
た

「
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
解
消
法
」
を
根
拠
法
と
し
た
が
、
さ
ら
に
踏
み
込
ん
で
人
種
差
別
に
か
か
る
こ
と
へ
の
禁
止

事
項
及
び
制
裁
化
も
明
記
し
、
同
法
を
よ
り
実
効
性
の
あ
る
も
の
に
し
た
。
各
県
本
部
、
自
治
体
議
員
連
合
、
自

治
研
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
呼
び
か
け
、
各
自
治
体
で
の
施
行
を
め
ざ
し
て
い
く
。

正
式
名
称
は
「
人
種
等
を

理
由
と
す
る
差
別
の
撤
廃
の

た
め
の
施
策
の
推
進
に
関
す

る
条
例
」
（
人
種
差
別
撤
廃

条
例
）
要
綱
試
案
と
し
た
。

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
を
含
む
あ

ら
ゆ
る
差
別
を
「
禁
止
し
、

終
了
さ
せ
る
」
こ
と
を
含
め

た
包
括
的
な
法
整
備
は
、
国

だ
け
で
な
く
、
地
方
公
共
団

体
も
負
っ
て
い
る
た
め
だ
。

自
治
研
作
業
委
員
会
が
研

究
会
で
「
自
治
体
か
ら
発
信

す
る
人
権
政
策
」
を
テ
ー
マ

に
議
論
を
重
ね
、
１４
、
１５
の

両
日
、
仙
台
市
で
開
催
さ
れ

た
宮
城
自
治
研
で
中
間
報
告

と
し
て
公
表
し
た
。

試
案
は
前
文
と
全
３
章
２１

条
で
構
成
。条
文
を
見
る
と
、

地
方
公
共
団
体
が
ま
ず
人
種

差
別
撤
廃
に
向
け
て
の
基
本

方
針
を
立
て
、
議
会
お
よ
び

「
人
種
差
別
撤
廃
審
議
会
」

と
い
っ
た
独
立
の
専
門
機
関

で
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
る
体
制

を
整
備
す
る
こ
と
を
推
奨
。

そ
の
う
え
で
、
公
共
施
設
の

利
用
制
限
を
は
じ
め
と
し
て

差
別
に
加
担
せ
ず
、
差
別
撤

廃
の
担
い
手
と
な
り
う
る
体

制
の
整
備
と
施
策
を
求
め
て

い
る
。

具
体
的
に
は
、
１

差
別
を

行
っ
た
当
事
者
に
対
す
る
氏

名
の
公
表
な
ど
、
な
ん
ら
か

の
制
裁
措
置
２

定
期
的
な
差

別
被
害
の
実
態
調
査
３

被
害

者
救
済
手
続
き
の
整
備
４

イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
差
別
対

策
５

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
の
歴

史
、
文
化
な
ど
を
含
む
差
別

撤
廃
教
育
６

多
文
化
交
流
支

援

な
ど
。

研
究
会
で
は
「
公
の
施
設

の
貸
し
出
し
の
制
限
が
可
能

か
」
で
意
見
が
分
か
れ
た
と

い
う
。
自
治
労
総
合
政
治
政

策
局
の
座
光
寺
成
夫
政
策
局

長
は
「
各
自
治
体
が
条
例
化

す
る
と
き
、
最
大
の
論
点
に

な
る
だ
ろ
う
」と
見
て
い
る
。

そ
の
う
え
で
「
要
綱
試
案
で

は
国
の
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
解

消
法
や
大
阪
市
の
抑
止
条
例

で
足
り
な
い
も
の
を
す
べ
て

盛
り
込
ん
だ
。
だ
が
、
こ
れ

が
絶
対
で
は
な
い
。
地
方
の

実
情
に
あ
わ
せ
、
条
例
化
作

業
を
し
て
い
く
う
え
で
た
た

き
台
と
し
て
く
れ
れ
ば
」
と

話
し
て
い
る
。

国
の
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
解

消
法
は
国
ば
か
り
か
、
４
条

２
項
で
は
「
当
該
地
域
の
実

情
に
応
じ
た
施
策
を
講
ず
る

よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
」

と
し
て
自
治
体
独
自
の
取
り

組
み
を
促
し
て
い
る
。
特
に

ヘ
イ
ト
デ
モ
・
街
宣
が
行
わ

れ
た
地
域
で
は
、
「
国
と
と

も
に
、
そ
の
施
策
を
着
実
に

実
施
す
る
こ
と
」
（
両
院
附

帯
決
議
第
２
項
）
を
求
め
て

い
る
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
外
国
人
人
権
法
連

絡
会
は
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
『
Ｑ

＆
Ａ
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
解
消

法
』
（
Ａ
５
判
１
０
４

、

写
真
）
を
東
京
の
現
代
人
文

社
か
ら
出
版
し
た
。
今
年
６

月
施
行
の
「
本
邦
外
出
身
者

に
対
す
る
不
当
な
差
別
的
言

動
の
解
消
に
向
け
た
取
組
の

推
進
に
関
す
る
法
律
」
を
実

践
に
移
し

て
い
く
た

め
の
平
易

な
解
説
書

だ
。内

容
を

見
る
と
、

地
方
公
共
団
体
は
法
律
に
よ

っ
て
な
に
が
求
め
ら
れ
る
の

か
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
条

例
を
つ
く
れ
ば
い
い
の
か
。

法
律
が
求
め
る
学
校
教
育
に

お
け
る
「
必
要
な
取
組
」
と

は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か

な
ど
具
体
的
だ
。
さ
ら
に
逐

条
解
説
を
通
じ
て
自
治
体
に

人
種
差
別
撤
廃
基
本
条
例
、

究
極
的
に
は
国
に
人
種
差
別

撤
廃
基
本
法
の
制
定
を
求
め

て
い
る
。

執
筆
は
人
種
差
別
に
詳
し

い
明
戸
隆
浩
さ
ん
（
関
東
学

院
大
学
非
常
勤
講
師
）
や
殷

勇
基
さ
ん
な
ど
１１
人
の
弁
護

士
と
研
究
者
が
分
担
、
師
岡

康
子
弁
護
士
が
監
修
し
た
。

同
連
絡
会
の
佐
藤
信
行
さ

ん
は
「
せ
っ
か
く
法
律
が
で

き
た
の
だ
か
ら
、
こ
の
法
律

を
テ
コ
に
し
て
、
私
た
ち
市

民
社
会
が
自
治
体
や
議
会
を

動
か
し
て
い
こ
う
」
と
呼
び

か
け
て
い
る
。
１
２
０
０
円

＋
税
。

問
い
合
わ
せ
は
現
代
人
文

社
（
０
３
・
５
３
７
９
・
０

３
０
７
）。

創
団
７０
周
年
記
念

民
団
神
奈
川

Ｎ
Ｐ
Ｏ
民
団
国
際
協
力
セ

ン
タ
ー
は
１５
、
１６
の
両
日
、

神
奈
川
県
立
三
ツ
池
公
園
内

の
「
コ
リ
ア
庭
園
」
と
そ
の

周
辺
で
民
団
神
奈
川
本
部

（
金
利
中
団
長
）
の
創
団
７０

周
年
記
念「
コ
リ
ア
マ
ダ
ン
」

を
開
催
し
た
。

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
県
と

友
好
提
携
を
結
ん
で
い
る
京

畿
道
か
ら
訪
日
し
た
郷
土
民

謡
の
伝
授
者
が
２
人
ず
つ
舞

台
に
上
が
り
、
お
な
じ
み
の

郷
土
ナ
ン
バ
ー
を
次
々
に
披

露
し
た
。

観
客
も
ノ
リ
ノ
リ
。
「
ペ

ン
ノ
レ
」で
は
歌
に
合
わ
せ
、

一
緒
に
船
を
こ
ぐ
動
作
を
繰

り
返
し
て
い
た
。な
か
で
も
、

７
人
組
の
新
進
Ｋ
―
Ｐ
Ｏ
Ｐ

グ
ル
ー
プ
「
ノ
ー
テ
ィ
ー
ボ

ー
イ
ズ
」
が
登
場
す
る
と
、

若
い
女
性
フ
ァ
ン
か
ら
大
き

な
歓
声
が
上
が
っ
た
。

「
コ
リ
ア
庭
園
」
で
は
デ

ザ
イ
ナ
ー
の
李
香
順
さ
ん
が

韓
服
の
ミ
ニ
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
シ
ョ
ー
を
行
い
、
注
目
を

集
め
た
。
モ
デ
ル
の
１４
人
は

公
募
。
ラ
ン
ウ
エ
イ
を
伏
し

目
が
ち
に
歩
き
、
観
客
に
向

か
っ
て
一
礼
す
る
と
大
き
な

拍
手
が
送
ら
れ
た
。
園
内
の

民
俗
遊
戯
コ
ー
ナ
ー
で
は
子

ど
も
た
ち
が
ト
ゥ
ホ
ノ
リ

（
矢
投
げ
）
や
チ
ェ
ギ
チ
ャ

ギ
（
チ
ェ
ギ
蹴
り
）
に
夢
中

に
な
っ
て
い
た
。

韓
国
食
材
を
中
心
に
１２
の

ブ
ー
ス
が
軒
を
連
ね
た
「
国

際
屋
台
村
」
も
終
日
に
ぎ
わ

い
、
人
気
店
で
は
早
々
に
完

売
御
礼
の
貼
り
紙
が
見
ら
れ

た
。２７

年
ぶ
り
運
動
会

民
団
宮
城

民
団
宮
城
本
部
（
金
政
郁

団
長
）
は
８
日
、
仙
台
市
南

方
の
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
Ｓ
Ｕ

Ｇ
Ｏ
（
菅
生
）
で
運
動
会
を

開
催
し
た
。
同
本
部
と
し
て

は
２７
年
ぶ
り
。

雨
の
降
る
中
、
１
２
０
人

が
参
加
。
金
団
長
、
朴
清
浩

議
長
、
金
東
暎
監
察
委
員
長

を
そ
れ
ぞ
れ
の
リ
ー
ダ
ー
と

す
る
青
・
黄
・
紅
の
３
組
に

分
か
れ
、
パ
ン
食
い
競
走
、

ト
ゥ
ホ
ノ
リ
、
玉
入
れ
、
○

×
ゲ
ー
ム
で
得
点
を
競
っ

た
。
賞
品
と
し
て
大
人
に
新

米
、
子
ど
も
た
ち
に
は
お
菓

子
が
配
ら
れ
た
。

午
後
か
ら
は
テ
ン
ト
の

中
、
婦
人
会
宮
城
本
部
が
用

意
し
た
心
づ
く
し
の
料
理
を

堪
能
し
、
カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し

ん
だ
。

日
光
祭
り
に
協
賛

民
団
栃
木

民
団
栃
木
本
部
（
南
四
郎

団
長
）は
８
日
、会
場
の
日
光

市
運
動
公
園
が
１
万
人
で
に

ぎ
わ
う
「
日
光
け
っ
こ
う
フ

ェ
ス
タ
テ
ィ
バ
ル
」に
協
賛
、

実
行
委
員
の
一
員
と
し
て
イ

ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
た
。

民
団
は
「
日
韓
交
流
コ
ー

ナ
ー
」
で
、
本
場
韓
国
の
食

文
化
と
と
も
に
伝
統
芸
能
サ

ム
ル
ノ
リ
を
紹
介
し
た
。
こ

の
ほ
か
、
競
技
者
が
履
い
た

日
光
下
駄
を
飛
ば
し
て
飛
距

離
を
競
う
選
手
権
も
人
気
を

集
め
た
。
夜
は
大
谷
川
河
畔

で
２
万
５
０
０
０
発
の
花
火

が
打
ち
上
げ
ら
れ
た
。

支
部
対
抗
で
競
技

民
団
滋
賀

民
団
滋
賀
本
部
（
朴
鍾
文

団
長
）
は
１６
日
、
草
津
市
の

矢
橋
帰
帆
島
公
園
グ
ラ
ウ
ン

ド
で「
大
運
動
会
」を
開
催
。

団
員
２
９
０
人
が
参
加
し

た
。
今
年
で
３４
回
目
。

オ
リ
ニ
の
徒
競
走
で
開

幕
。
支
部
対
抗
の
縄
跳
び
、

樽
転
が
し
、
借
り
物
競
走
と

続
き
、
メ
ー
ン
と
な
る
支
部

対
抗
リ
レ
ー
は
応
援
合
戦
で

特
に
盛
り
上
が
っ
た
。
得
点

を
集
計
し
た
結
果
、
石
山
と

湖
北
の
両
支
部
が
そ
れ
ぞ
れ

３０
点
で
並
び
、
優
勝
を
分
け

合
っ
た
。３
位
は
湖
西
支
部
。

参
加
者
に
は
各
競
技
ご
と

に
洗
剤
や
ノ
ー
ト
な
ど
の
景

品
が
贈
ら
れ
た
。
最
後
に
ふ

と
ん
掃
除
機
が
当
た
る
抽
選

会
も
行
わ
れ
た
。

韓
日
友
好
公
園
で

民
団
鳥
取

民
団
鳥
取
本
部
（
薛
幸
夫

団
長
）
は
８
日
、
県
中
部
に

あ
る
琴
浦
町
の
日
韓
友
好
交

流
公
園
「
風
の
丘
」
で
「
第

９
回
シ
ウ
ォ
レ
マ
ダ
ン
」
を

開
催
し
た
。
参
加
者
は
１
５

０
人
。
同
胞
ば
か
り
か
こ
の

日
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
市

民
多
数
が
加
わ
り
、
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
料
理
を
堪
能
し
た
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
山
陰

サ
ム
ル
ノ
リ
チ
ー
ム
の
メ
ン

バ
ー
が
打
楽
器
を
演
奏
し
、

婦
人
会
島
根
本
部
の
伝
統
舞

踊
も
披
露
さ
れ
た
。

薛
団
長
は
県
と
町
、
県
日

韓
協
連
合
会
の
来
賓
ら
を
前

に
「
地
域
間
の
民
間
交
流
を

さ
ら
に
推
し
進
め
よ
う
」
と

呼
び
か
け
た
。

文
化
発
表
の
場
に

民
団
島
根

民
団
島
根
本
部
（
金
吾
男

団
長
）
が
１
日
、
県
立
産
業

交
流
会
館
く
に
び
き
メ
ッ
セ

で「
市
民
交
流
会
」を
開
催
。

同
本
部
の
企
画
し
た
多
文
化

共
生
シ
リ
ー
ズ
「
習
っ
て
み

よ
う
、
韓
国
の
伝
統
舞
踊
」

「
韓
国
語
ス
ピ
ー
チ
＆
ノ
レ

バ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」
な
ど
一

連
の
多
文
化
共
生
講
座
で
韓

国
の
文
化
に
触
れ
て
き
た
受

講
生
が
「
多
国
籍
舞
台
」
で

学
習
の
成
果
を
発
表
し
た
。

同
本
部
の
「
多
文
化
共
生

交
流
事
業
」
は
今
年
が
１３
年

目
。
「
市
民
交
流
会
」
と
銘

打
っ
た
「
１０
月
マ
ダ
ン
」
は

そ
の
締
め
く
く
り
と
あ
っ

て
、
今
年
は
６
０
０
人
が
来

場
し
た
。
行
政
や
市
民
か
ら

認
知
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
屋
台
村
、
物
産
コ
ー

ナ
ー
、
韓
国
伝
統
茶
体
験
コ

ー
ナ
ー
も
に
ぎ
わ
っ
た
。
第

２
部
で
は
韓
国
の
ガ
ー
ル
ズ

グ
ル
ー
プ
「
プ
ン
デ
ン
イ
」

が
会
場
を
わ
か
せ
た
。

韓服モデルのあでやかさに観客からため息も

駐神戸総領事杯をかけて熱戦を展開

【
岡
山
】
駐
神
戸
総
領
事

館
管
内
民
団
５
県
合
同
フ
ッ

ト
サ
ル
大
会
が
２３
日
、
岡
山

市
北
区
の
フ
ッ
ト
サ
ル
専
門

競
技
場
で
開
催
さ
れ
た
。
徳

島
、
香
川
、
兵
庫
、
鳥
取
、

岡
山
か
ら
１
０
０
人
が
参
加

し
た
。

チ
ー
ム
編
成
は
総
領
事
館

と
民
団
徳
島
の
合
同
、
民
団

兵
庫
、
青
年
会
兵
庫
、
民
団

鳥
取
、
民
団
香
川
、
民
団
岡

山
、
民
団
倉
敷
、
留
学
生
の

８
組
。結
果
は
１
位
が
倉
敷
、

２
位
は
兵
庫
、
３
位
が
青
年

会
兵
庫
と
民
団
岡
山
だ
っ

た
。

在
日
韓
国
人
が
県
境
、
世

代
を
超
え
て
親
睦
を
図
り
、

地
域
社
会
と
の
結
び
つ
き
を

深
め
よ
う
と
企
画
し
た
。
民

団
岡
山
本
部
の
金
学
事
務
局

長
は
、
「
め
っ
た
に
会
え
な

い
同
胞
ど
う
し
心
お
き
な
く

語
り
合
い
、
触
れ
合
う
１
日

と
な
っ
た
」
と
成
果
を
語
っ

た
。来

年
は
日
本
の
チ
ー
ム
を

招
き
、
韓
日
の
ス
ポ
ー
ツ
交

流
を
促
進
す
る
と
い
う
計
画

も
あ
る
。

折り鶴をあしらったツリーを見る婦人会役員ら

東京韓学での大会から和気あいあいパン食い競争（滋賀）

婦
人
会
東
京
本
部
（
河
貴

明
会
長
）
の
「
第
３５
回
国
際

文
化
作
品
展
示
会
」
に
同
２１

支
部
と
東
京
日
韓
親
善
協
会

連
合
会
（
保
坂
三
蔵
会
長
）

か
ら
約
３
０
０
点
が
寄
せ
ら

れ
た
。
作
品
は
１８
、
１９
の
両

日
、
東
京
・
港
区
の
韓
国
中

央
会
館
大
ホ
ー
ル
で
展
示
さ

れ
た
。

渋
谷
支
部
は
親
指
ぐ
ら
い

の
大
き
さ
の
折
り
鶴
で
デ
コ

レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
華
や
か
な

ツ
リ
ー
を
出
品
し
た
。
折
り

鶴
は
広
告
用
の
チ
ラ
シ
を
活

用
し
た
。
月
１
回
開
か
れ
る

同
支
部
の
例
会
に
参
加
し
た

会
員
２１
人
が
、
子
ど
も
た
ち

と
一
緒
に
な
り
３
カ
月
が
か

り
で
約
６
０
０
０
羽
を
折
っ

た
。
一
方
、
品
川
支
部
の
ツ

リ
ー
は
近
隣
の
公
園
か
ら
拾

っ
て
き
た
ド
ン
グ
リ
と
松
ぼ

っ
く
り
を
使
っ
た
。
ボ
ン
ド

で
接
着
し
た
ビ
ー
ズ
と
唐
辛

子
が
ア
ク
セ
ン
ト
に
な
っ
て

い
る
。

足
立
支
部
は
台
風
１０
号
で

被
災
し
た
岩
手
県
岩
泉
町
に

贈
る
「
復
興
ぞ
う
き
ん
」
を

出
品
し
た
。
支
部
の
例
会
に

集
ま
っ
た
会
員
が
一
つ
ひ
と

つ
心
を
込
め
て
縫
い
上
げ
た

と
い
う
。
こ
の
ほ
か
、
墨
田

支
部
の
韓
紙
工
芸
や
福
袋
、

目
黒
の
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
な
ど

ア
イ
デ
ア
あ
ふ
れ
る
作
品
が

目
立
っ
た
。

河
会
長
は
「
各
支
部
会
員

が
作
品
作
り
を
通
じ
て
親
睦

を
図
り
、
一
つ
に
な
る
と
こ

ろ
に
こ
の
展
示
会
の
意
味
が

あ
る
」
と
述
べ
た
。

１８
日
の
開
会
式
席
上
、
金

文
子
さ
ん
（
飯
田
深
雪
ア
ー

ト
フ
ラ
ワ
ー
助
教
授
＆
リ
ア

ル
ク
ラ
フ
ト
、
大
田
区
）が
、

シ
ル
ク
の
布
地
を
使
っ
て
制

作
し
た
無
窮
花
の
オ
ー
ト
ク

チ
ュ
ー
ル
・
フ
ラ
ワ
ー
「
郷

愁
」
を
駐
日
韓
国
大
使
館
に

寄
贈
し
た
。

ミ
ニ
・
サ
ッ
カ
ー

８
チ
ー
ム
で
大
会

在
日
と
日
本
人
の
児
童

在
日
と
日
本
の
児
童
た
ち

が
２３
日
、
東
京
韓
国
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
の
ミ
ニ
・
サ
ッ

カ
ー
大
会
で
汗
を
流
し
た
。

韓
日
ス
ポ
ー
ツ
交
流
行
事
と

し
て
体
育
会
関
東
本
部
が
主

催
、
在
日
本
大
韓
蹴
球
協
会

が
主
管
し
、今
年
で
２１
年
目
。

日
本
と
在
日
の
８
チ
ー
ム

が
出
場
。
２
ブ
ロ
ッ
ク
に
分

か
れ
て
予
選
リ
ー
グ
を
行

い
、
そ
の
結
果
を
も
と
に
順

位
決
定
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦

へ
。
上
位
各
２
チ
ー
ム
が
準

決
勝
、
３
位
決
定
戦
、
決
勝

戦
と
進
み
、
３
、
４
位
は
５

～
８
位
決
定
戦
に
入
っ
た
。

決
勝
は
東
京
韓
国
学
校
と
豊

島
ト
レ
セ
ン
に
よ
る
韓
日
対

決
。
接
戦
が
続
く
中
、
３
―

２
で
豊
島
が
優
勝
し
た
。

世
界
に
羽
ば
た
く

次
世
代
を
養
成
へ

在
日
韓
人
会
研
修

日
本
を
は
じ
め
海
外
で
の

活
躍
を
め
ざ
す
韓
国
人
留
学

生
と
在
日
韓
国
人
の
次
世
代

を
支
援
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
韓

人
リ
ー
ダ
ー
育
成
「
Ｋ
―
Ｍ

Ｏ
Ｖ
Ｅ
ス
ク
ー
ル
」が
２２
日
、

東
京
・
港
区
の
韓
国
中
央
会

館
で
開
か
れ
た
。
在
日
本
韓

国
人
連
合
会
（
具
哲
会
長
）

主
催
で
今
年
が
３
回
目
。
８０

人
余
り
が
参
加
し
た
。

多
摩
大
学
の
寺
島
実
郎
学

長
が
「
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
の

行
方
と
新
し
い
日
韓
関
係
」

と
題
し
て
基
調
講
演
。
こ
の

ほ
か
、
企
業
家
３
人
が
講
師

を
務
め
た
。

「
Ｋ
―
Ｍ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
」
と
は

韓
国
政
府
が
青
年
た
ち
の
海

外
進
出
を
推
進
す
る
雇
用
政

策
事
業
。
在
外
同
胞
財
団
の

朱
鐵
基
理
事
長
、
駐
日
大
使

館
の
金
容
吉
総
領
事
が
祝
辞

を
述
べ
た
。

３５
～
５５
歳
対
象
に

「
婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー
」

１１
月
に
民
団
関
東
地
協

ア
ラ
フ
ォ
ー
（
４０
歳
前
後

の
女
性
）と
ア
ラ
フ
ィ
フ（
５０

歳
前
後
の
男
性
）
を
主
な
対

象
と
す
る
「
婚
活
パ
ー
テ
ィ

ー
」
が
１１
月
２６
日
、
東
京
都

内
の
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ

る
。
主
催
は
民
団
関
東
地
方

協
議
会
。

韓
半
島
に
ル
ー
ツ
を
持
つ

３５
歳
以
上
５５
歳
未
満
の
在
日

同
胞
（
国
籍
を
問
わ
ず
）
、

男
女
各
２５
人
ず
つ
５０
人
を
募

集
中
。
パ
ー
テ
ィ
ー
は
１５
～

１９
時
。
主
管
す
る
民
団
東
京

本
部
（
金
秀
吉
団
長
）
が
「
交

流
し
や
す
い
楽
し
い
企
画
」

で
出
会
い
を
演
出
す
る
。
参

加
費
７
０
０
０
円
。
締
め
切

り
は
１１
月
１１
日
。
問
い
合
わ

せ
は
同
本
部
（
０
３
・
３
４

５
４
・
４
７
１
１
、
生
活
部

の
李
）。

横
浜
で
も
開
催
へ

民
団
神
奈
川
本
部
（
金
利

中
団
長
）
は
婦
人
会
神
奈
川

本
部
（
金
久
美
子
会
長
）
と

の
共
催
で
１１
月
５
日
、
横
浜

市
内
の
ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
カ
フ

ェ
テ
リ
ア
で
開
催
。
２５
歳
以

上
、
４５
歳
以
下
の
男
性
を
募

集
中
。女
性
は
締
め
切
っ
た
。

参
加
費
８
０
０
０
円
。
同
ブ

ラ
イ
ダ
ル
パ
ー
テ
ィ
ー
事
務

局
（
０
４
５
・
３
１
６
・
０

８
１
５
）。

文
河
東
氏
（
民
団
京
都
・

南
京
都
支
部
元
常
任
顧
問
）

５
日
、
老
衰
の
た
め
死
去
。

９２
歳
。
告
別
式
は
７
日
、
宇

治
市
の
皆
演
寺
で
営
ま
れ

た
。
喪
主
は
夫
人
の
李
蓮
岳

氏
。
南
京
都
支
部
の
監
察
委

員
、
議
長
を
歴
任
。
２
０
０

５
年
総
領
事
表
彰
。

自
治
労
が
モ
デ
ル
案

人
種
差
別
撤
廃
め
ざ
す

運動会に２５００人参加

韓
日
親
善「
ハ
ン
マ
ダ
ン
in
大
阪
」

反ヘイト条例全国へ

ヘ
イ
ト
Ｓ
解
消
願
い
冊
子

Ｎ
Ｐ
Ｏ

Ｑ
＆
Ａ
形
式
で
平
易
に

１０
月
の
マ
ダ
ン
各
地
で

５
県
合
同
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会

駐
神
戸
総
領
事
館
管
内

県
境
超
え
交
流

２１
支
部
会
員

心
一
つ
に

婦
人
会
東
京
「
国
際
文
化
作
品
展
」

公
共
施
設
の
利
用
制
限
も
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